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上信越自動車道は群馬県から長野県へ入りますと、右手に浅間山などの山々、左手に千曲川という雄大

な風景の中を走ってぃます。この浅間山麓を抜けると、鳥帽子岳をはじめとする三方ケ峰、湯の丸山とい

った山々の麓が本報告書で扱います東部町の遺跡が位置しています。

緩やかな山麓を流れる小河川によって形成された複合扇状地上にさまざまな遺跡が埋まっていますが、

上信越自動車道建設に先立って平成 4年度から8年度にかけて行われましたこの地区の発掘調査で、縄文

時代から中近世に至る遺跡・遺構・遺物が検出されました。報告書干J行のための整理作業は平成 8年度か

ら始まり、今日ここに成果を刊行することができました。

鳥帽子岳西南麓の人間の活動は、扇状地上に点々と刻まれています。今から約6000年前の縄文時代前期

には小規模ではありますが、安定した集落が展開しはじめ、その後、中期、後期にもこうした集落が引き

続いていくようです。和地区の中原遺跡群や祢津地区の山の越遺跡、森下遺跡、細田遺跡、桜畑遺跡、真

行寺遺跡群は竪穴住居跡や墓域などからなる集落の変遷を知る上で、多くの情報を提供してくれました。

また、石器石材の分析からこうした典型的な縄文時代の集落が、黒曜石だけでなく、粘板岩、ガラス́質安

山岩などの鳥帽子岳西南麓には産出しない石材を非常に大量に消費していたことがわかりました。つま

り、縄文時代集落が決して孤立無援・の集落ではなく、非常に広域な物資の流通に支えられていたことが伺

えます。

縄文時代晩期から弥生時代になると山麓の集落自体は減少しますが、日本列島の稲作開始時期今から約

2300年前の顔面の入れ墨風習を示すと思われる土偶が出土したことも、物質として残りにくい当時の人間

の風俗を知る上で極めて重要であります。古墳時代前期から中期 (4世紀から5世紀)にかけて、相当数の

集落が展開し、この山麓の開発が進められたようです。平安時代から中世にかけてはとくに祢津地域の中

田遺跡、真行寺遺跡群、桜畑遺跡、山の越遺跡には竪穴建物を中心とする集落が展開していたことが明ら

かになりました。これらの遺跡からは青磁、青花といった貿易陶磁が少なからず出土し、歴代中国王朝の

産物が当地に持ち込まれていたことは、広く東アジア的な規模の交易圏に当地も含まれていたことが確か

められました。

ここに発掘調査報告書という形で広く皆様に遺跡発掘調査、整理作業の状況をご報告致しますとともに

その成果が広く一般に共有され、記録保存という方法ですが、後世に伝えられることを願ってやみませ

ん。

最後になりましたが、発掘調査開始から本報告書の刊行に至るまで、深いご理解、ご協力をいただいた

日本道路公団東京第二建設局、同上田工事事務所、長野県土木部高速道局、東部町・同教育委員会、地元

対策委員会などの関係機関、直接ご指導・ご助言いただいた長野県教育委員会文化財保護課、また発掘・

整理作業に携わっていただいた多くの方々に、敬意 と感謝を表します。

平成11年 3月 31日

働長野県文化振興事業団 長野県埋蔵文化財センター

所長  佐久間鉄四郎



例 口

７

　

８

本書は上信越自動車道建設工事にかかわる長野県小県郡東部町所在の大星合遺跡、東原地遺跡、中田

遺跡、真行寺遺跡群、桜畑遺跡、細田遺跡、森下遺跡、山の越遺跡、釜村田遺跡、野行田遺跡、中原

遺跡群の発掘調査報告書である。

発掘調査は日本道路公団東京第二建設局の委託を受けた長野県教育委員会が、財団法人長野県埋蔵文

化財センター (以下県埋蔵文化財センター)に委託して実施したものである。

主たる発掘調査および整理作業は、県埋蔵文化財センター上田調査事務所 (最終年度は上田整理棟)で

担当した。

本書で使用した地図は、日本道路公団作製の上信越自動車道線形平面図 (1/500)、 東部町教育委員会

発行遺跡分布図 (1/20,000)、 建設省国土地理院発行の地形図「上田」(1/50,000、 長野県農政部農村整

備課作製地質図 (1/50,000)、 東部町誌干J行会作製地形図 (1/50,000)を もとに作成および複写した。

遺跡出土の石器石材の岩石鑑定を理学博士 山岸猪久馬氏、東京都立永福高等学校教諭 小泉 潔

氏、糸魚川市立フォッサマグナ・ミュージアム 宮島 宏氏、人骨と獣骨の同定は京都大学霊長類研

究所 茂原信生氏、獨協大学医学部 櫻井秀雄氏、鍛冶関連遺物については国立歴史民俗博物館共同

研究員 穴澤義功氏、墨書土器の鑑定を国立歴史民俗博物館 平川 南氏に依頼した。

委託関係では、航空写真・測量を株式会社こうそく、株式会社新日本航業、株式会社写真測図、土器

の写真実測を株式会社こうそく、回転全面写真を小川忠博氏、一部遺構図の トレースを有限会社佐久

マイクロコピーセンター、一部陶磁器のデジタル トレースは株式会社文久堂、自然科学分析は株式会

社パリノ・サーヴェイ、鍛冶関連遺物の分析鑑定は川鉄テクノリサーチ分析・評価センターに依頼し

た。

発掘調査および整理作業の分担などは本書第 1章に一括掲載してある。

本書の編集ならびに委託分を除いた執筆は調査研究員川崎 保が調査第二課長廣瀬昭弘の指導のもと

行った。

3.5イ ンチフロッピー所収の観察表・一覧表は、テキスト形式 (区切 り文字・カンマ)で入力してあ

る。

本書で報告した各遺跡記録 (フ ロッピー所収の表のデーターを含)お よび出土遺物は、長野県立歴史館が

保管している。
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几   例

1 本書に掲載した実測図の縮尺は原則として以下の通りである。ただし地形図・調査範囲図、遺構配置
図などは任意である。

1)主な遺構実測図
竪穴住居跡・建物跡、掘立柱建物跡 1:60 住居内施設 (炉・カマド)1:30 土坑 1:60
2)主な遺物実測図
縄文土器、弥生時代前期土器、土器拓影 1:3
弥生時代後期土器、土師器、須恵器、陶磁器  1三 4

土  製  品 1三 3～ 1:4 小型争j片石器  2三 3 大型争j片石器  1三 3
礫素 材石 器  1:3～ 1:6 鍛冶関連遺物 1:3 銭 貨 拓 影 2三 3
骨 角 製 品 1三 3   金 属 製 品 1三 3

2 遺物写真の縮尺は以下のとおり
縄文土器、弥生時代前期土器、土製品 1:3～ 1:4
弥生時代後期土器、土師器、須恵器 1:4
陶磁器  1:2～ 1三 3 小型景J片石器 2:3 大型景J片石器 1:3 礫素材石器 1:3～ 1:6
3 遺構の番号は、遺跡ごとに次のように付けてある。
森下遺跡の竪穴住居跡・建物跡はSB101、 土坑はSK101か らはじまる。それ以外の遺跡の遺構はそ

れぞれ01ないし001か らはじまる。

4 遺物の番号
竪穴住居跡、建物跡、掘立柱建物跡、一部土坑内出土土器 :遺構ごとの通し番号

ほとんどの土坑出土土器 :時代ごとの通し番号

石器、金属器、骨角器 :各遺物ごとの通し番号

5 遺構の重複 (切 り合い)は、原則としては上端の線 (上場線)のみを実線で示し、新しい遺構の方がと
ぎれることなく完結している。

6 実測図中のスクリーントーン、線は以下の事象を示している。
1)遺構図

‖‖IIIII撹舌L

□
柱痕

閻
炭分布 匡菫墨国灰
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7 遺物観察表、遺構一覧表、土層注記一覧表はフロッピーに所収してある。
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第 1節 調査の経過

第 序説1章

1 発掘調査委託契約
上信越自動車道の建設計画は、佐久インターチェンジ～更埴ジャンクション間の工事実施計画が認可さ

れ、工事概要が示されたのを受け、建設予定地内の埋蔵文化財の取扱いについては、日本道路公団東京第

二建設局 (以下、道路公団)・ 長野県教育委員会 (以下、県教委)・ 働長野県埋蔵文化財センター (以下、県埋文

センター)の関係機関が協議を重ね、記録保存の処置をとることになった。この記録保存の対象になった

遺跡は試掘のみの調査で終了した遺跡 7遺跡および高速道路建設予定地内を悉皆調査した遺跡13遺跡に及

んだ (第 1図・第1表 )。 後者の面的な発掘調査を行なった遺跡の調査面積は計175400m2に もなった。

実際の発掘調査は、県埋文センターが設置した調査事務所が業務を担当した。東部町内の遺跡はまず平

成 3年度に一部の遺跡の試掘調査を長野調査事務所が担当し、その後平成 4年度から7年度にかけては試

掘調査並びに本調査は上田調査事務所が管轄した。報告書干J行に向けての整理作業については平成 8年度

から9年度にかけて上田調査事務所が行なった。平成10年度は県埋文センターの解散に伴い、働長野県文

化財振興事業団長野県埋蔵文化財センターが業務を引き継ぎ、同センターの上田整理棟において整理作業

が行なわれた。

県埋文センター上田調査事務所が東部町内で行なった年度別遺跡および契約面積は以下のとおりであ

る。

第 1表 年度別発掘調査遺跡一覧

遺跡名 総面積 4年度 5年度 6年度 7年度

大星合遺跡

東原地遺跡

中田遺跡

真行寺遺跡群

桜畑遺跡

細田遺跡

森下遺跡

山の越遺跡

釜村田遺跡

野行田遺跡

中原遺跡群

1,ooom2

1,9oom2

6,400m2

13,000m2

6,600m2

34,000m2

47,300m2

19,200m2

6,000m2

2,000m2

38。 000m2

ooom2

ooom2

ooom2

1,ooom2

1,ooom2

5,400m2

33,000m2

12,500m2

17,500m2

1。 ooom2

9oom2

400m2

700m2

ooom2

800m2

700m2

2,300m2

1,200m2

計 175,400m2

また、試掘調査のみの遺跡は以下の とお り。

第 2表 試掘調査のみ遺跡一覧

第 1節 調査の経過

遺跡名 所在地 期  間 担当者 面積

鈴の免遺跡

初海道遺跡

西原地遺跡

原遺跡

鞍推卜遺跡

下平遺跡

上の山三遺跡

大字滋野字東原地2870番地ほか

大字滋野字西原地2655番地ほか

大字滋野字石堂24526番地ほか

大字滋野字利根川乙4693番地ほか

大字鞍推卜字下平890番地ほか

大字鞍推卜字下平904番地ほか

大字和字上の山3860番地ほか

平成 3年 12月 2日

平成 3年 12月 2・ 3日

平成 3年 12月 4～ 7日

平成 3年 12月 9～ 11日

平成 3年 12月 12日

平成 3年 12月 13日

平成 3年 12月 506日

藤原直人・稲場 隆
藤原直人・稲場 隆
藤原直人・稲場 隆
藤原直人・稲場 隆
藤原直人・稲場 隆
藤原直人・稲場 隆
廣瀬昭弘・西島 力

740m2

732m2

702m2

859m2

266m2

460m2

180m2
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第 1章 序説

2 調査体制
(1)調査組織

平成 4年度から9年度にかけての発掘調査および報告書干J行に向けての整理作業の体制は以下のとおり

平成4年度   平成5年度   平成6年度   平成7年度   平成8年度   平成9年度
理事長     宮崎和順    宮崎不]順は0/15マデ)佐藤善虎    佐藤善虎    戸田正明    戸田正明

佐藤善虎(10/16カ ラ)

副理事長    伊藤万寿雄   伊藤万寿雄   田村治夫    田村治夫    佐久間鉄四郎  佐久間鉄四郎
事務局長    峯村忠司    峯村忠司    峯村忠司    峯村忠司    青木 久    青木 久
総務部長    神林幹生    神林幹生    神林幹生    西尾紀雄    西尾紀雄    山崎悦雄
調査部長    小林秀夫    小林秀夫    小林秀夫    小林秀夫    小林秀夫    小林秀夫
上田調査勤 所長 堀内規矩雄   堀内規矩雄   青沼博之    小林秀夫(兼) 小林秀夫(兼) 小林秀夫(兼 )
庶務課長    越 清登    越 清登    越 清登    山口栄一    山口栄一    山口栄一

調査課長    広瀬昭弘    広瀬昭弘    広瀬昭弘
調査第一課長                    臼田武正    自田武正    臼田武正

調査第二課長                   広瀬昭弘    広瀬昭弘    広瀬昭弘
主 任                                       ガ端一雄は0/1ヨ リ)小岩一雄
主 事             石坂 裕    石坂 裕    石坂 裕    石坂裕(9/30マデ)
調査研究員   川崎 保    川崎 保    川崎 保             川崎 保    川崎 保

甲田圭吾    松岡忠一郎   寺沢政俊    寺沢政俊             田村 彬
寺沢政俊    甲田圭吾    西村政和    井口 章
西村政和    寺沢政俊    若林 卓
若林 卓    西村政和    柳沢 亮
柳沢 亮    若林 卓    豊田義幸

柳沢 亮    井口 章
豊田義幸    五十嵐敏秀
井口 章    藤森俊彦
(佐久調査事務所) 和田 進

寺島俊郎

藤原直人

山崎光顕

五十嵐敏秀

また平成10年度の体制は以下のとおり

理事長      吉村午良

所 長      佐久間鉄四郎
副所長兼管理部長 山崎悦雄

管理部長補佐   宮島孝明

主 任      池田浩之 小岩一雄
主 事      宮澤 弘

調査部長     小林秀夫

調査第二課長   広瀬昭弘

調査研究員    川崎 保 田村 彬 (写真撮影)
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第 1節 調査の経過

(2)指導者・協力者

発掘調査および調査報告書干J行にあたり下記の方々・機関に大変お世話になりましたので、お名前を挙

げ謝意を表します。

穴沢義功 石川好一 五十嵐幹雄 岩佐今朝人 尾見智志 川上 元 倉沢正幸 小泉 潔 坂井美嗣 櫻井秀

雄 茂原信生 長屋幸二 西沢 浩 原 明芳 平林 彰 平川 南 深沢敦仁 福島邦男 穂積裕昌 堀田雄

二 宮島 宏 柳沢好夫 山岸猪久馬 綿田弘実 オルガン針株式会社 小諸御代田広域シルバー人材センター

東部町教育委員会 東部町農政課 東部町農業協同組合

(3)発掘調査参加者および整理作業参加者

[発掘調査]青山ミツイ 浅井てる子 甘利百枝 井出幸子 岩佐正雄 内堀寅勇 内堀美津江 大井儀次 大

井善蔵 大熊家寿子 大川乙子 大池 巌 大池淳一 尾沼 誠 小野沢二十八 推卜川ひさ子 推卜川千尋 片岡

周雄 金井敏正 木内文雄 日下部静子 久保田昌枝 神津すい志 神津文江 小林永一 小林君代 古谷内国

雄 相良きみよ 佐藤寅蔵 塩川敏昴 雫田善弥 清水せつ 清水宥武 清水善英 白鳥信雄 関口昌男 関

武夫 高橋繁一 田口巳津郎 田中タツ子 田中直子 土屋 功 土屋かつよ 土屋まさみ 土屋光子 土屋秀

人 土屋丈雄 土屋文子 遠山静子 中屋幸子 中山かち子 中山常長 中村春吉 成沢シメノ 根岸とみよ

平川藤雄 別府幸治 松本昭二郎 宮下栄三 武者あい子 村上まつ子 村上亀吉 村上国利 望月すみ江 望

月令子 柳沢す  ヾ 柳沢すみ江 柳沢たけ子 柳沢ゆき子 柳沢りん 柳沢国喜 柳沢糸子 柳沢八十子 山岸

マサ子 山田トシ子 吉沢サツ 依田みすい (以上小諸御代田広域シルバー人材センター)門脇秀典 河森一浩

野尻和真 水科由紀子 藤田 香 (以上学生)ガ 池ヽ高広 清水宏樹 高松 勤 滝沢真也 丸山裕治 室賀蔵人

木羽秀次 (以上長野県立千曲高校郷土班)青木規子 赤羽利治 荒井和子 荒井国嘉 池内幸吉 井沢サワエ

井ノロ勇 今井袈裟雄 今井雅喜 上原祐子 内堀武人 内山重利 大井まき枝 大塚幾子 大塚正枝 大庭洋

子 大原はるえ 岡沢ゆみ子 荻原幸三 荻原加奈 小沢幸子 尾沢正江 鹿島すみ江 片桐信子 金井定男

金沢修治郎 金子景子 金子幸雄 川村寿一 神原恒雄 岸原京子 北沢チヨ 黒柳由紀子 小合沢昭彦 小相

沢清治 小合沢千鶴子 小菅千里 小菅良子 小林貫三 小林辰夫 小林真智子 小林良雄 小林芳治 小宮山

国子 小山 和 小山洋子 小山量司 近藤春子 佐久本真樹子 桜井重孝 佐藤金世 佐藤美枝子 佐藤弥生

佐野亥一 塩川加実 塩崎 幹 篠原やよい 島田タマ江 清水祐子 白井喜作 白石廣隆 菅原千賀子 関ま

ゆみ 関谷甲子雄 瀬下忠行 瀬田富夫 相馬律子 高桑豊治 高瀬おふで 高野浩美 高野文夫 高野三千子

滝沢歌子 滝沢ちひろ 滝沢富士太郎 滝沢儀武 田口洋子 竹内秀雄 竹之内あき子 竹花けい子 竹花昇三

田中正美 田村鎌太郎 田村澄江 田中ひさ子 塚田清徳 塚原和子 土屋隼人 伝田名正 徳永公男 富岡信

夫 中嶋啓子 中島さと子 中島松子 中谷梅代 中村清春 中村徳八郎 成沢泰一 西沢貞雄 野口太郎 花

岡章子 花岡則長 馬場玲子 林 しま 原澤令子 原田京子 堀内幸伊 半田公子 東山唯夫 東山恒子 樋

沢忠男 菱田よしえ 舟田三位 保屋野友延 保屋野本子 松尾佳子 松崎淳一 松原慎一 三崎信好 宮沢博

家 宮沢政司 宮下容子 宮下良美 宮島数利 宮本五郎 武拾栄徳 村上一男 村田宣子 本山昭二 矢島ゆ

かり 柳沢栄治 柳沢千歳 山浦久夫 山崎武比古 山崎 昇 山辺栄子 山辺久雄 横井文代 横沢生枝 横

沢 昇 吉敷美根子 吉敷良一 吉田哲男 依田千恵子 和田和英 渡辺惇子 渡部和代 渡辺けさ子 渡部紀

美子 渡辺正芳 渡部 学 渡辺善寿

[整理作業]赤羽利治 上原祐子 大塚正枝 笠井純子 片桐信子 金子幸雄 小松みつ子 坂田昭二 佐藤弥

生 招田伸子 菅原千賀子 滝沢富士太郎 竹花けい子 田中ひさ子 田中光子 塚原和子 伝田名正 中沢由

美子 馬場玲子 原澤令子 原田京子 堀内幸伊 堀内通子 三崎信好 森角雅子 柳沢孝子 薮 一義 渡辺

けさ子
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第 1章 序説

第 2 調査の方法

1 調査の方法
調査に当たっては、県埋文センター作成の「遺跡調査の方針と手順」に基づいて、遺跡ごとに調査計画

を作成し、発掘調査を実施した。

(1)遺跡の名称と遺跡記号

遺跡名は、長野県教育委員会作成の遺跡台帳に記載されている名称とした。また、発掘調査および整理

作業の便宜上、アルファベット大文字 3文字で遺跡を表記する遺跡記号を用いている。頭文字のCは長野

県内を9地区に分割したうち、上小地区を示すものであり、 2番目 03番目の文字は遺跡名を省略したも
のである。各種の台帳や遺物の注記記号にはこの記号を使用している。以下実際の例は以下のとおり。

番号  遺跡名 読み方 遺跡記号

COB1   大星合遺跡   おおぼしあいいせ き
2   東原地遺跡
3   中田遺跡

ひがしはらちいせき    CHH
なかだいせき CND

4   真行寺遺跡群  しんぎょうじいせきぐん  CSG
5    桜畑遺跡     さくらは「謙 卜せき
6   細田遺跡    ほそだいせき
7   森下遺跡    もりしたいせき
8   山の越遺跡   やまのこしいせき
9   釜村田遺跡   かまむらたいせき
10   野行田遺跡   のぎょうだいせき
11   中原遺跡群   なかはらいせきぐん

(2)遺構名称と遺構記号

遺跡記号同様に各種台帳や遺物への注記は便宜的に遺構記号を用いている。

記号 種類・性格
SB 竪穴住居跡、竪穴建物跡、竪穴状遺構
ST 掘立柱建物跡
SD 堀、溝、水路など帯状の陥ち込み
SK 土坑 (墓穴をふくむ、SB以外のすべての竪穴)
SF 焼土痕
SQ 遺物集中箇所
SX 性格不明遺構、その他
なお部分的に柱穴が予想されるような小竪穴にpないしPit(ピ ット)の記号を止むを得ず用いた場合も

ある。

(3)調査区の設定

イ 調査区は、遺跡ごと、国土地理院の平面直角座標系の第ⅥⅡ系 (X=0.0000Y=0.0000)を 基点に
200× 200mの区画を設定し、大々地区とする。大々地区は調査範囲を覆う最小限度に留め、北西か

ら南東へ I・ Ⅱ・Ⅲ・・・のローマ数字を使用している。

口 大々地区を40× 40mの 25区画に分害Jし、大地区とする。大地区は、北西から南東へA～ Yの順に計

節

CSR

CHD

CMS

CYK

CKM

CNG

CNR
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第 2節 調査の方法

25個の大文字アルファベ ンヽトを用いる。

ハ 大地区を8× 8mの 25区画にさらに分割し、中地区とする。中地区は北西から南東に 1～ 25のアラ

ビヤ数字を付け、遺構測量の基準線としている。

二 40× 40mの大地区を400分害J(つ まり8× 8の中地区を16分割)し、小地区とする。小地区は大地区の

北西隅の点を基点とし、X軸上に西から東へ小文字アルファベットa～ tを 、Y軸上に北から南へ

01～ 20の数字を与えそれぞれ40分害Jし、両者の交点の名称をその小地区の名称とする。

遺構外の遺物の取 り上げについては、中地区 (8× 8m)が基本で、測量業者に委託して測量杭 として

遺跡に設定したが、遺跡や遺構の性格により2× 2小地区を用いて取り上げた場合もある。ただし本報告

書の記述としては、小地区で取り上げた遺物も中地区に還元して記述してある。

測量の実際は、道路公団の工事用水準点もしくは公共水準点を利用し、ベンチマーク (略称BM)を設

定した。遺構測量は原則的に中地区を割付線とし、オー トレベルを利用した簡易遣り方を基本的に用いて

いるが、一部に平板測量を用いざるを得なかった場合もある。全体図と一部の遺構実測図は測量業者に委

託して航空写真測量を実施した。

2 整理の方針 と報告書の構成
整理は発掘現場で用いた遺物台帳をもとに、洗浄、注記、遺物接合など基礎整理を行なった上で、実測

用の遺物台帳 (土器、石器、金属製品、その他)を作成した。また、作業の進行状況を確認する台帳も合わせ

て作成した。これらの台帳を本報告書にすべてを掲載することはできなかったが、本報告書の遺物観察

表、遺構一覧表などはこれらの整理段階の台帳類はもとより遺跡での取り上げ台帳と対応できるようにな

っている。

本報告書は東部町内の対象遺跡を東から西への順番に羅列して収録してある。遺跡のなかの記述は竪穴

住居跡・建物跡と年代の機軸になる伴出した土器・陶磁器の記載、同様に掘立柱建物跡、土坑、溝などの

遺構別に、さらに遺構外の土器・陶磁器をそれぞれ時代別に配列した。土器・陶磁器の記載のあとには石

器、金属製品、その他の遺物の順に配列し、理化学的な分析鑑定結果も各遺跡ごとに掲載してある。
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第 2章 遺跡の環境

第 1節 地形・地質的環境

1 遺跡周辺地形・地質の概観
地形

本報告書が対象とする東部町所在の上信越自動車道建設に伴う緊急発掘調査遺跡は、長野県東部の千曲

川中流域の右岸、東信火山帯に属する鳥帽子 (え ぼし)岳 (標高2065m)お よび三方ケ峰 (さ んぽうがみね)
(標高2040m)の西南麓複合扇状地上に位置している (第 1図 )。

東部町の遺跡は東側から、滋野 (し げの)地区、祢津 (ねつ)地区、和 (かのう)地区に大別される。以下
東側から遺跡をめぐる地形を概観する。

滋野地区の大星合 (おおぼしあい)遺跡、東原地 (ひがしはらち)遺跡が三方ケ峰より流れ出る大石沢 (お
おいしざわ)川 の形成した扇状地上のそれぞれ左岸、右岸に位置している。

祢津地区は、中田遺跡が三方ケ峰と鳥帽子岳の谷間から流れ出る所沢 (し ょざわ)り |1左岸に、真行寺遺

跡群、桜畑遺跡が所沢川と同様に三方ケ峰より流れ出る求女沢 (も とめざわ)り ||に 挟まれ、細田遺跡、森下

遺跡、山の越遺跡は求女沢川と鳥帽子岳南麓の大室山より流れ出る三分 (みわけ)り ||の間に位置している。

和地区には、三分川の左岸に釜村田遺跡、その西側鳥帽子岳より流れ出る金原 (かなばら)り |1左岸に野

行田 (の ぎょうだ)遺跡、金原川と同じく鳥帽子岳より流れ出る成沢 (な るさわ)り ||に挟まれた中原遺跡群
が位置している。

鳥帽子岳および三方ケ峰西南麓には、以上のような東側から大石沢川、所沢川、求女沢川、三分川、金

原川、成沢川といった小河川が発達し、これらによって形成された複合扇状地上に縄文時代以降の遺跡が

展開していることが矢日られている。

これら遺跡周辺は扇状地堆積物の埋積が著しいため、上田盆地の平坦面との対比は正確には難しいが、

おおよそ上田盆地での第 2段丘面である染谷面に対応しているものと考えられる (山岸1997)。 また、『東
部町誌自然編』(1989)に よれば、この面からを千曲川河岸段丘第 I面 (海善寺面)と している。

また、今回の遺跡で立地しているものはないが、白′鳥台付近の平坦面が第Ⅱ面 (太平寺面)、 さらにしな

の鉄道田中駅付近より下位が「氾濫原」0中積面)と される (第 2図)(東部町誌1980。

地質

次ぎに遺跡周辺の地質を概観する:

まず第 4紀更新世の30～ 50万年前に鳥帽子火山噴出の溶岩、火砕流堆積物と礫層が構成する上田盆地の

第 I平坦面である虚空蔵山面が、次いで上田盆地の湖底堆積物 鰈層・砂層)で構成される染谷面 (上田盆
地第II面)が形成されたという (山岸1997)。

さらに鳥帽子岳西南麓の地質を踏まえて遺跡の立地を、長野県農政部農村整備課編集 (1992)の表層地

質図 (第 3図)に基づいて見ると、遺跡群はいずれも第四系の未固結堆積物、西側から砂礫 I(染谷層に相
当)上に中原遺跡群から釜村田遺跡まで、砂礫Ⅱの扇状地堆積物上に山の越遺跡から真行寺遺跡まで、砂
礫Ⅲの上に中田遺跡から大星合遺跡までが立地していることになる。

扇状地堆積物が現在も埋積しているのだが、東部町のローム層の研究によれば、東部町の山地にはロー

ム御岳第 1軽石層 (約 7万年前)、 姶良Tn火山灰層 (2万 2千年前)な どが存在しているのに対し、これら扇
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第 3図 烏帽子岳西南麓地質図

状地上の多 くにはローム層がのっていないので、扇状地は完新世 (1万年以降)に 形成 されたと考 えられる

(東部町誌1989)と いヮ。

2 遺跡周辺の歴史的環境
各発掘調査した遺跡にとくに関係が深いと考えられる事象については、また個別に論じるとして、鳥帽

子岳西南麓 (現東部町域)の歴史的環境を概観する。

遺跡周辺の地形地質的環境の項で見たように、鳥帽子岳西南麓の複合扇状地の多くは完新世に形成され

たと考えられているが、それを裏付けるかのように、現在こうした複合扇状地上には旧石器時代の遺跡は

極めて少ない (久保在家遺跡、女性原遺跡で出土しているというが詳細不明)。 新期ロームが残存しているような

和や祢津地区の鳥帽子岳西南麓の台地上もしくは、扇状地堆積物に覆われていない河岸段丘面に発見され

ている (東部町誌1989)。

火山性岩石 (安山岩など)

泥流堆積物

固結堆積物 (頁岩・凝灰岩など)

砂礫 I

砂礫Ⅱ

砂礫Ⅲ

上記以外の未固結・半固結堆積物

現河床堆積物
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縄文時代 考古学的にこの複合扇状地がいつ形成されたかを考えてみると、まず鍛冶屋遺跡や大門田遺

跡で縄文時代早期初頭の撚糸文土器が出土していることから考えて、この時期には扇状地上でも人間の活

動があったのだろう。その後の早期押型文土器も天神遺跡や鍛冶屋遺跡などで検出されている。しかし、

草創期、早期の様相はまだ不明な点が多い。

定住的な集落が遺跡として確認されるのは縄文時代前期初頭からである。前期初頭中道式の良好な一括

資料として知られた真行寺遺跡、桜畑遺跡が祢津地区で、和地区からは鍛冶屋遺跡、滋野地区では塚穴遺

跡から竪穴住居跡が検出されている。なお、これらの遺跡の多くは遺構面まで現地表面から1メ ー トル内

外で遺構面に到達するので、当該時期には現況のような複合扇状地がすでに形成されていたものと考えら

れる。鍛冶屋遺跡には前期後葉の住居跡も検出されている。前期の遺跡としては前期末の資料を出土した

不動坂遺跡、映状耳飾を出土し前期後葉の竪穴住居跡が検出された横マクリ遺跡などがある。

中期は初頭の桜畑遺跡、中葉は焼町土器の好資料を出土した久保在家遺跡、大川遺跡A地′点、真行寺遺

跡、後葉は桜井戸遺跡、下平遺跡、成立遺跡、寺の浦遺跡、古屋敷遺跡B地点などがある。

中期後葉の遺跡は後期前葉 くらいまでの資料を含むことが多く、とくに成立遺跡、寺の浦遺跡、古屋敷

遺跡などは後期の資料が充実している。このほか辻田遺跡や中原遺跡では後期初頭の敷石住居跡が発掘さ

れている。

後期中葉以降の資料は桜井戸遺跡、古屋敷遺跡A地点に見られるが少なく、晩期の遺跡も塚穴遺跡など

数える程しかない。

弥生時代 前期・中期の資料ともに良好な発掘資料は知られていない。後期箱清水式の段階になると、

和地区ではたたら堂遺跡、鍛冶屋遺跡、田中地区では城の前遺跡、高呂添遺跡、城の前北遺跡、長縄手遺

跡、祢津地区では東五町遺跡から竪穴住居跡が検出されている。

古墳時代 古墳は中曽根親王塚古墳が中期の方墳とされるが、大半が後期の横穴式石室の古墳である。

和地区で、人物埴輪などの埴輪を出土した双子塚古墳、杏葉、轡、雲珠片などの馬具、鉄鏃、刀子、小型

青銅鏡などを出土した地獄沢古墳があり、現在は湮滅してしまったが祢津西宮古見立古墳からは現在東京

国立博物館が所蔵している蕨手刀が出土しているという。

また、集落は田中の高呂添遺跡、城の前遺跡、和の大川遺跡A地′点とB地点から中期の竪穴住居跡が検

出されている。とくに高呂添遺跡の第37号住居跡からは完形品の高不、対、不などが並べられたような形

で出土していて、いずれも火を受けていることから祭祀と関連するものと考えられている。後期の竪穴住

居跡は和の成沢遺跡、大川遺跡B地点、滋野の片羽遺跡などにある。また集落ではないが祢津の桜畑遺跡

から前期の土器の一括資料が土坑から出土している。

古代 「県」や「三分」(みわけ)地名がある。三分が屯倉 (ミ ヤケ)の転訛したものとすれば、奈良時代
以前のなんらかの歴史的な事象を反映していると思われる。

奈良時代以後の資料としては、正倉院御物に「信濃国小県郡海野郷戸主爪工部君調」と墨書された麻織

物の紐の芯が残されており、年号などははいっていないが書式などから天平年間の調に伴うものと考えら

れている。平安時代初 (弘仁13年 0822)に 成立した『日本霊異記』には宝亀 5年 (770の こととして「嬢

里」の人、大伴連忍勝の記事が見られる。また、平安時代中期の承平年間 (931～ 93つ 頃に編集された

『倭名類衆砂』には小県郡の郷として「童女郷」 (「乎元 (無)奈」と訓じる)が挙げられ、いずれも現在の東

部町の地域を指すものとされている。

『延喜式』延長 5年 (92つく『政事要略』承平 7年 (93つ 、『本朝世紀』天慶 4年 (941)に貢馬の記事があ

る。『九条殿記』には天慶 7年 (944)、 翌 8年 (945)に「新治牧」の名がみられる。現在の新張 (みはり)

を中心とする鳥帽子岳・湯の丸山山麓とされ、少なくとも平安時代にはここに牧が置かれていたことも分
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か る。

祢津長命寺は天延 3年 (975)に創建されたという (東部町歴史年表)。

考古学から見た古代 三和の大門田遺跡、十代遺跡、宮西遺跡、田中の城の前遺跡、高呂添遺跡、伊勢原

遺跡、赤石 B遺跡、加沢善福寺遺跡、蔵替 (久保田)遺跡、滋野の片羽遺跡、上屋久保遺跡、塚穴遺跡、

陣場遺跡、桜井戸遺跡、新屋遺跡、祢津の古屋敷遺跡、七ツ石遺跡で平安時代の竪穴住居跡や掘立柱建物

跡が検出されている。とくに城の前遺跡や陣場遺跡からは鍛冶関連遺構が注目され、滋野の上屋久保遺跡

からは鉄製の鋤鍬先、鎌、刀子、紡錘車が出土している。和の釜村田遺跡、祢津の真行寺遺跡からは風字

硯が出土している。

中世 『吾妻鏡』保元元年 (1156)に 海野氏 (宇野太郎)や祢津氏 (根津神平)の名が見え、同文久 2年

(1186)に、海野庄と新張牧の記載がある。また、『平家物語』では木曾義仲が海野白鳥河原で挙兵した記

事が見られ、ここにも海野氏 (海野幸弘)、 根津氏 (根津貞行・信貞)の名が登場する。『吾妻鏡』にも鎌倉時

代を通じて流鏑馬に海野氏の名がたびたび見られる。『白鷹記』嘉暦 2年 (1327)には朝廷に信濃国祢津神

平が献じた白鷹の記事があり、また、『諏訪大明神絵詞』にも祢津神平貞直が諏訪上社大祝貞光の猶子と

なり、神氏として神平をなのり、鷹匠であったと伝える。中世新張牧は祢津氏が支配しており、祢津氏の

性格を考える上で非常に参考になる。海野氏も祢津氏も当初木曾義仲に仕えたが、のち鎌倉幕府の御家人

となったことが矢日られている。

南北朝時代 南朝方として、祢津氏や滋野氏の名が見られる。姫子沢の宝医印塔はこの時代のものとい

われる。

室町時代 応永 7年 (1400の大塔合戦にも海野氏や祢津氏は有力国人として参加 している (『大塔物

語』)。 その後も信濃守護 と国人との対立は続いた。宝徳元年 (1449)に祢津上総介信貞が祢津城下に定津

院を建立し、甲斐の東林院住持宗英 (描笑)招いて開山した。「祢津城下」との記述があるので、この頃に

は祢津に山城が構築されていたのだろう。

戦国時代 天文10年 (1541)武 田信虎が諏訪頼重や村上義清 とともに海野棟綱を破 り、祢津元直らが降
る (海野平合戦)『高白斎記』『ネ申使御頭之日記』。以後海野氏は没落する。天正10年 (1582)祢津昌綱は真田

昌幸に攻められるが防いでいる。祢津氏は海野氏、武田氏、北条氏、徳川氏、上杉氏と主従関係は転々と

したが、所領を維持し続けた。結局、真田昌幸に臣従 し、元和元年 (1615)真 田氏の上田城が築城される

と、海野、太平寺などの住民の一部は移住させられ、海野町、鍛冶町といった城下町を形成する。

考古学から見た中世 :祢津の古屋敷遺跡からは古代末の土師器羽釜、椀、不、盤が出土しているが、土

師皿には非ロクロ成形のものが含まれており、内耳鍋も出土しているので、中世に降る資料も含まれてい

よう。海野の大平寺遺跡では土師器皿、須恵質の信鉢、常滑系の甕、青磁碗、染付、天目茶碗が出土して

いる。田中善福寺遺跡からは積み石を伴う土坑が検出され、骨片や土師器土鍋片が出土している。また、

田中善福寺遺跡に隣接する加沢善福寺遺跡からも土墳群や82枚の古銭の一括埋納が検出されている。土墳

には石積をするものや骨壺を持つものなどの火葬墓が含まれ、内耳鍋、鉄鏃、砥石が出土することから中

世後期と考えられている。なお、この遺跡の範囲内には宝筐印塔や築地跡と見られる石積み遺構が見られ

ることから中世の善福寺の推定地として有力である。善福寺遺跡は近年発掘調査が行われ、墨書された焼

骨が常滑甕から出土している。

近世 江戸時代にはいり、祢津氏本家は上州豊岡藩に取り立てられ、それ以外の祢津氏は真田家の家臣

となった。その後元和 8年 (1622)真 田氏が松代に転封し、小諸城主仙石忠政が上田に入封した。この時

小県郡の東部町関連の村は仙石氏上田藩領とに分かれ、上田藩領以外は幕府あづかりのちに甲府の徳川忠

長領になった。さらに寛永元年 (1624)小諸藩主松平忠憲領となったが、松平忠憲が庶兄の忠利に祢津ほ
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か5000石を分け、ここに祢津旗本領が成立した。よって滋野の大部分が小諸藩領、本海野・田中・現在の

和地区の多くは上田藩領、祢津・東上田・姫子沢・金井などは祢津旗本領になった。

政治史以外の出来事としては寛保 2年 (174"成の満水がある。鳥帽子岳西南麓にも大きな被害を与え、

千曲川の流路を変えたほどである。

江戸時代後期文化年間には祢津東町や西宮の歌舞伎舞台が作られ、祢津古御館の周辺は「ののう」とい

う多くは盲人の巫女が多数住んでいたことが知られている。また、釜村田の春原家住宅は江戸時代の住居

の様子を現在に伝えるものとして貴重な文化財である。

考古学から見た近世 :和の中井遺跡では近世瀬戸美濃橋鉢、天目茶碗、染付、伊万里染付などの国産陶

磁器、漆器が出土し、近世の生活を伺うことができる資料も出てきている。
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第 1節 遺跡と調査の概要

第 3章 大星合遺跡

第 1節 遺跡と調査の概要

1 遺跡の概要
本遺跡は小県郡東部町滋野字大星合甲に所在する。地理的には東信火山帯の三方ケ峰南麓の大石沢川に

よって形成された複合扇状地上、大石沢川左岸に立地する (第 2・ 4図 )。

2 調査の概要
平成 3年 12月 24025日 の試掘調査で積石塚と思われる石積みを1基確認したほか、縄文土器、土師器、

須恵器片が試掘 トレンチより採集されたため、面的な調査を行なうことになった。

平成 4年 4月 12日 より調査を開始した。調査は入力により積み石を取りはずし、石室等の内部主体の検

出を図った。しかし、石積みは人頭大～拳大の礫を乱雑に積みあげてあるだけで、基底面まで解体して

も、内部の主体の痕跡すら確認できなかった。遺物もまったく包含されていないことや畑地境を画する石

塁状石積みに連続していることを考え合わせ、この石積みは畑地開墾の際に造成されたいわゆる「やっく

ら」と判断された。またこの石積みから西へ 8mほ ど西の巨石集中箇所も同様に調査したが、これも古墳

ではなかった (第 5図 )。

トレンチ内からもとくに遺構や遺物は検出されなかったことから4月 16日 に調査を終了し、 トレンチを
埋め戻した。

―- 13 -



第 3章 大星合遺跡

巨石集中箇所

第 4図 大星合遺跡調査地点

1/150

第 5図 石積み・巨石集中箇所
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第 1節 遺跡の調査の概要

第 4章 東原地遺跡

第 1節 遺跡の調査の概要

1 遺跡の概観
東原地遺跡は東部町滋野字東高石3320ほかおよび小諸市滋野甲字西の平2489ほ かに所在する。地理的に

は東信火山帯に属する三方ケ峰の南麓、大石沢川の形成した扇状地上で、同川右岸に立地している (第 2

06図
)。

2 遺跡の調査の概要
東原地遺跡の推定範囲は、本来調査地の西方であったが、平成 5年 1月 に行なわれた周辺踏査で縄文時

代中期の土器や土師器が表面採集され、遺跡の範囲拡大が想定されたので、発掘調査を行なうことになっ

た。

発掘調査は、平成 5年 4月 5日 より幅 2mの トレンチを等高線に平行して11本、直交して 2本設定し、

重機を用いて掘 り下げた。小谷の東側はローム層上面に土壌化した部分が残存するものの遺物は検出され

なかった。西側には耕作土とローム層の間に厚さ30～ 60cmを測る客土層が存在し、その造成によってロー

ム層上面が削平されていることが明らかになった。平成 6年 11月 7日 から11日 にかけても前年度未調査地

区にトレンチを4本設定し遺物・遺構の確認を行ったが、遺物・遺構は検出されていない (ト レンチ設定図

および土層柱状図)。 層厚80cm程度のローム層の下位は、砂礫ないしはシル ト質砂がところにより互層にな

っていて、河川による堆積層と考えられ、生活面の存在は考えられない (第 7図 )。

以上の知見から、遺跡の本来的な存在範囲は今回の調査地内には及んでいないと考えられるので、面的

な調査は行なわずトレンチを4月 12日 までには埋め戻し、調査を終了した。

第 2節 遺跡の遺構と遺物

1 遺物
遺物は表面採集のものも含めて、縄文土器、土師器、須恵器などの土器片が得られたが、図化できるも

のはなかった。 トレンチ調査ではわずかに縄文時代中期後葉の加曽利E式に属すると思われる土器 2点が
出土した。

- 15 -一



第 4章 東原地遺跡
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平成 6年 8月 1日  建設用重機搬入および発掘調査用駐車場造成開始。

8月 2日 表土争Jぎ開始。

8月 18日 発掘調査開始式。

8月 19日 ①区より面的調査開始。

8月 23日 ②区S D01(埋没河川部分)精査開始。

9月 2日  S B01・ 02・ 03・ 04調査開始。

第 1節 遺跡の概要

9月 12日 「賢」墨書土師器不 S B04よ り出土。

9月 30日 調査研究員対象の遺跡説明会。

10月 3日 小諸シルバー発掘作業に加わる。

10月 27日 航空測量および航空撮影。

11月 14日 発掘調査終了および撤収。

第 中田遺跡5章

2 基本層序
千曲川の右岸、東信火山帯に属する鳥帽子岳の南麓、その鳥帽子岳と二方ヶ峰の間より流れ出る所沢

(し ょざわ)川左岸の扇状地上に、中田遺跡は立地する。鳥帽子岳南麓の遺跡群は、いずれも完新世初頭に

は堆積していたと考えられる径30cmか らlmを越す円礫を含む砂質シルトの再堆積ローム層基盤上に立地

する。遺物包含層ならびに遺構はいずれもこの層の上位にある。中田遺跡は遺物包含層自体は 5 cm以下と

薄い。現表土は水田に利用されていたためグライ化が著しく、酸化している基盤の再堆積ローム層や黒褐

色を帯びている遺物包含層と判別は比較的容易であった (第 11図 )。

第 1節 遺跡の根

本遺跡は、東部町祢津字中田361ほかに所在する。地理的には東信火山帯の鳥帽子岳 と三方ヶ峰の谷間

から流れる所沢川左岸、鳥帽子岳南麓の複合扇状地上に立地する (第 2・ 8図 )。 標高は637～ 645mを 測

る。遺跡内を走る町道 (祢津293号線)開設時に古代土器片が採集されたというが、調査歴はない。

第 2節 調査の概要

1 調査範囲 と経過
まず、調査範囲を確定するために、平成 5年 12月 6日 ～13日 にかけて、東部町教育委員会作成の遺跡地

図当該部分を中心に試掘調査を1200m2行った。その結果現耕土 (ややグライ化された灰色粘土混砂質シルトの水

田土壌のI層 ないし畑作耕土黄灰色の I'層)の下に薄 く遺物包含層 (暗褐色砂質シルトのⅡ層)、 さらに基盤の黄

褐色砂質シル トの再堆積ローム層 (黄褐色砂質シルトのIII層 )が存在することが判明し、住居跡や土坑 と考

えられる落ち込みが検出された。また、遺跡中央付近には覆土に遺物を含む埋没河川も確認され、調査範

囲も確定した (第 8図 )。

こうした試掘調査の所見に基づき、調査区を設定し面的な調査を行うこととした (第 9図 )。 8月 18日 よ

り発掘調査を開始し、11月 14日 に終了した。のべ調査面積は6400m2に 及ぶ。
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第 5章 中田遺跡
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第 2節 調査の概要
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第 5章 中田遺跡
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第 3節 遺構と遺物

第 3節 遺構と遺物

1 平安時代から中世の遺構 と土器
(1)竪穴建物跡

S B01(第 12～ 15図 ) 位置 ②区D-8
検 出 表土の耕作土直下に基盤の再堆積ローム層上面で、暗褐色シル ト層の略方形の落ち込みが認めら

れた。先行 トレンチを設定し床面を確認した後に掘 り下げた。北西隅は耕作によると思われる撹乱が著し

く平面形は確認できなかった。

構 造 北東一南西に主軸をもつ、大きさは6.6× 5。 lm。 床面は比較的残りがよい。再堆積ローム層をよ

く敲き締められた堅い床土がほぼ全面に認められた。立ち上がりは南東壁は認められたが北東・北西壁は

ほとんど分からなかった。三隅より柱穴と考えられるピット (Pit3 0 5 012013)が検出されたほか、鍛冶

に関連すると思われる焼土や鍛冶関連遺物を含む土坑が多数検出されている。

カマ ド 南隅に石組みのカマ ドが 1基、ほかにも焼土児がいくつか住居跡内から検出された。北カマ ド付

近からは鍛造景J片が出土し、鍛冶滓、椀形鍛冶滓、炉壁も住居跡覆土から検出されているので鍛冶関連遺

構とも当初想定されたが、極めて量が少なく、この住居跡自体が鍛冶関係遺構かどうかは疑間。

遺 物 102土 師器皿、 3内面赤彩された無釉陶器、 4高台付土師器椀、 506黒 色土器椀ないし小椀

の底、 8灰釉陶器椀、16同壺、 9～ 11単位が分かる粗いナデ調整を残す非ロクロ P土師器甕、12～ 14土師

質羽釜が出土している。被熱のため赤化し、ススが付着した礫も多量に出土した。また、この住居跡付近

より墨書された 7土師器不が検出された。

時 期 平安時代後半 佐久編年10～ 13段階註1

S B02(第16～ 18図 ) 位置 ②区D-17

検 出 S B01同様に再堆積ローム直上で方形の落ち込みが認められ、先行 トレンチを設定して調査した

ところ住居跡と考えられる床面が 2面検出され、切 り合いを確認しながら面的な調査を行った。土層の観

察および平面形から、上位に位置するS B02が下位のS B03を切っていることが確認された。

構 造 北東―南西に主軸をもつ、大きさは5.6× 4。 9m。 床面は東隅のカマ ド周辺から南東半分は堅い面

が広がる。また、南東側はやや床面が高くなっていることから、発掘調査担当者は出入り口がこちらにあ

ったことを推定している。柱穴は 3基 (Pit l～ 3)が検出された。

カマ ド 東隅に石組みのカマ ドを 1基検出した。土師器片および獣骨がカマ ド覆土からまとまって出土し

ている。

遺 物 1土師器皿、 2内外面磨かれた高台付土師器椀、 3灰釉陶器の皿、 4壺底部、 607黒 色土器

不、 8土師器鉢、 9010土師器羽釜などの土器、陶器のほか、祗石、鉄斧も出土している。なお7に は

「厨」と墨書。なお獣骨が床上からウマの歯 1′点、シカの歯 1点 とカマ ド付近からシカ指骨 (基節骨)1点

と下顎骨 1点が出土。床上のウマの歯は歯冠が短く高齢である。シカの下顎骨は一部が黒化しており焼け

たものと考えられる。

時 期 平安時代後半 佐久編年10～ 13段階

S B03(第 19～ 21図)    ノ位置 ②区D-17

検 出 S B02検出時に、先行 トレンチで下位に S B03の床が認められた。
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第 3節 遺構と遺物
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第 3節 遺構と遺物
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第 5章  中田遺跡

第20図 竪穴住居跡 S B03土器出土状況

第21図 竪穴住居跡 S B03出土土器
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第 5章 中田遺跡

第28図  竪穴住居跡 S B06出土土器

時 期 平安時代前半 佐久編年 5～ 6段階前後

S B04(第 22・ 23図 ) 位置 ②区D-9
検 出 現在の水田の盛り土を除去した段階で、遺物を包含する黒褐色土の方形プランが認められたの

で、床面、立ち上がりなどを確認するために先行 トレンチを設定した。かなりの部分が現在の水田に削平

され、S D02に切られていることが確認された。

構 造 大きさは現存部分は2.2× 2.4mで、周溝がめぐる東隅だけ残るが、他の部分は削平されたものと

考えられる。床面は地山のロームを敲き締め、堅緻である。床面直上より炭化材が検出されている。

ビット Pit lは、土器を包含しているだけでなく、底面は堅 く敲き締められていて、南西部分にはとく

に舌上に堅い部分が広がり、上面に敲き締められた焼土がのっていた。また、発掘担当者は焼土、炭が堆

積していた土坑を二次的な廃棄坑であり、堅緻な面で鍛冶を行ったと推定しているが、鍛造争J片など直接

鍛冶関連を示すような証拠はない。

遺 物 1～ 3黒色土器不、 405土師器甕、 6須恵器甕が出±。とくに2黒色土器には「賢」と墨書。

時 期 平安時代前半 佐久編年 7～ 9段階

S B05(第24025図 ) 位置 ②区E-11
検 出 水田耕作土の除去後、精査したところ、暗褐色土の方形の落ち込みが認められたので、先行 トレ

ンチを設定したところ、床面の一部が確認された。しかし、遺構の過半が現在の水田に削平されていた。

構 造 床面はほぼ平坦であるが、全体に削平されている。壁面は10cm程度の立ち上がりが残る。北東隅

＼___」
===ゴ
ン2
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第 3節 遺構と遺物

のPit lは柱穴と考えられる。また、礫が集中する部分があり、礫の間に焼土が混在している。

遺 物 102黒 色土器不、 304土 師器甕、皇朝十二銭の貞観永宝 (第 48図 1)が出土。

時 期 平安時代前半 佐久編年 8～ 9段階。貞観永宝の初鋳年は870年なので、土器編年とも整合。

S B06(第26～ 28図)    位置 ②区D-11ほ か

検 出 水田の耕土を争Jいだ後の遺構検出段階で、暗褐色土の落ち込みとまとまった土器の出土が見られ

たので、住居跡などの遺構の可能性を考え、先行 トレンチを設定し、掘 り下げた。

構 造 床面の規則的な広がりや壁面の立ち上がりが認められないため、形状は判然としない。しかし、

残存した床面は比較的堅緻であることや、柱穴と考えられるPit1 0 2 0 3 0 5が 検出されたことから竪

穴住居跡と判断される。

カマ ド 明確なカマ ド跡は認められないが、焼土の集中する部分がある。

遺 物 1須恵器不、 2～ 5黒色土器不、 6土師器不、 7内面をハケロ調整、外面はやや膨らむ胴部下半

を縦位ケズリ調整する土師器甕が出土している。また 4土師器不には「小」の墨書。

時 期 平安時代前半 佐久編年 8～ 10段階

S B07(第29～ 31図)    位置 ②区 I-18019

検 出 耕作土を除去後、土器片を含む暗褐色土の落ち込みを認めたので、先行 トレンチを設定したとこ

ろ堅固な床面が確認された。

構 造 北東側および東隅の壁は立ち上がりが認められ、方形を呈することが認められるが、全体に削平

されていて、全体の規模は分からなかった。

カマ ド 東側に検:出 された。構築材は分からなかったが支脚と考えられる礫が火床の中心に残っていた。

遺 物 1～ 3黒色土器不、 4土師器不、 5土師器甕、 607土 師器羽釜

時 期 平安時代後半 佐久編年11～ 13段階

S B08(第32033図)    位置 ③区C-19020

検 出 耕作土除去後、土器を含んだ黒褐色土および焼土・炭が散在しているのを確認し、掘 り下げたと

ころ、床面およびカマ ドを検出できたので、竪穴住居跡と判断した。

構 造 南東壁および東隅しか検出できなかったので、全体の規模は不明だが、略方形を呈しているもの

と考えられる。また、床面を検出した段階で段差があることから、住居跡の切 り合いも想定したが、土層

に差もなく、遺物の様相も全 く極似することからS K15も あわせて、一体のものと考えられる。また北の

カマ ドからS K15に溝が延びるが意図は不明。

カマ ドおよび鍛冶炉 この住居跡からはフイゴ羽口が検出されている。北側のものは、底付近を地山のロ

ームで固め、その上位に焼土層、炭層が検出され、 S B01の カマ ドとも構造、廃棄の状況が似ることから

カマ ドと想定した。よって南側のものは鍛冶炉と想定されたが、土壌の箭い出しでは鍛造景J片などの鍛冶

を直接示すようなものはほとんど検出できなかった。

ビット 柱穴と想定されるのがPit2 0 3 0 6 0 7、 炭、焼土が廃棄されているのがPit1 0 5、 炭、焼
土、礫が廃棄されているのが S K15。

遺 物 102土 師器羽釜、 3灰釉陶器碗、 4土師質のフイゴ羽口、Pit 4か ら鉄塊系遺物が出土

時 期 平安時代後半ないし末。灰釉陶器は白磁模倣碗で、11世紀末から12世紀初頭の年代が与えられる

という。羽釜も佐久編年では10期以降に出現するので灰釉陶器の年代観と矛盾しない。
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第 5章 中田遺跡

(Cm)

遺物縮尺

OX Ｏ

ｓ

ｍ
．餞
∽

ｍ
．餞
∽
負
ｏ S ロ

レ

SPoc

ココ|コ

■t2

SP.D

P

SP.F

Pit6

い
〓
耐Ｍ
∽

G
657.500

M N
657。 500Jヒ辛i葦

錢
K

657.500

Ｒ
一炉

Ｑ

而

〇
〇
い
。い
い
つ
　
／０

く
。飩
∽ S

657.500 Pitl

L    I
657.500

U
657.000

Pit5  V

SP.E

657。000

第32図 竪穴住居跡 S B08・ 土器出土状況

-       10(Cm)

S B08出 土土器第33図 竪穴住居跡

一- 36 -一



SPoA

SPoA

661.500

∩
．餞
∽

∩
．飩
∽

〇
〇
い
。
〓
つ
つ

訓

∽

ｓＰ
・
Ｂ

一

０

．餞
∽

SP.B

第34図 竪穴住居跡 S B090土 器出土状況

第 3節 遺構と遺物

ヨ ン

m

Pitl

0        (Cm)

第35図 竪穴住居跡 S B09出 土土器

一- 37-一



第 5章 中田遺跡

S B09(第34035図 )    位置 ①区J-7ほか

検 出 表土を除去した後、方形の暗褐色土の落ち込みが認められたので、先行 トレンチを平面形の軸に

沿うように設定し、掘 り下げた。

構 造 3.2× 3.Omの北西―南東に長軸を持つ略長方形。中央部分にローム土を敲き締めた堅級名部分が

広がり、その周辺のやや柔らかい部分を含み、床面全体が検出できた。立ち上がりは非常にゆるやかで、

床面端部から明瞭な境を持たずに広がる。とくにカマ ドと思われる南隅は不明確であった。

カマ ド 南東壁ほぼ中央に支脚石と考えられる角レキとその前方に火床部が広がる。また南隅にある平石

はカマ ドの構築材か。

遺 物 1須恵器不、 2～ 4黒色土器不、 506土 師器不、 708土 師器甕が出±。 1に は「小」の墨

書。 4に は「古」 Pの刻書 (焼成後)。 また、床面直上からバ ソヽクル状の銅金具が出土 (第 47図 33)。

時 期 平安時代前半 佐久編年 809段階

S B10 調査当初一つの住居跡と設定されたが、 S B08に含めた。

S日 11(第 36図)      位置 ②区D-18

検 出 耕作土除去後、方形の暗褐色土の落ち込みを認めたので、先行 トレンチを設定したところ、北東

側のプラント立ち上がりが確認されたので、竪穴建物跡と判断した。

構 造 カマ ドや堅固な床面もない。

遺 物 図化できるようなものはない。

時 期 中世

S B12(第37図)      位置 ①区J-13

検 出 耕作土除去後、土器を含んだ暗褐色の落ち込みを確認する。先行 トレンチを設定したが、堅固な

床面は確認できなかったが、北東側の立ち上がりおよびプランを確認できたので、略方形の竪穴建物跡と

判断した。

構 造 カマ ド、床面、柱穴は確認できなかった。

遺 物 図化できるものは、 1土師質土器皿だけであるが、ほかに内耳鍋片も出土している。

時 期 中世後期か

(2)土坑および溝・流路 (土坑遺構図第38図、出土土器第39図 )

遺物が出土した土坑を中心に説明する。

S K06          位置 ③区D-14

覆土には細かい炭化物を含み、底部には焼土が固着している。 1土師器の羽釜が出土していることか

ら、平安時代後半以降の土坑と考えられる。

S K16          位置 ①区E-17

西側が撹舌Lさ れていて、正確な平面形は分からないが略長方形。 2ミ ニチュアの羽釜や 3ロ クロ (右回

転)成形の土師皿が出±。平安時代末以降の土坑と考えられる。

S K30          位置 ①区J-1
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-辺 lm弱の略方形の土坑、図化できるものはロクロ成形の土師器皿が 5点ある。底部の残 りがよくな

いため回転方向は分からないが、胎土は0.5～ l mm程度の石英、長石、褐色粒子を含み、中世後期のいわ

ゆる土師皿 とは異なる。

時 期 平安時代末の資料 と考えられる。歴博編年古代後Ⅲ～中世 I期か註2。

S K31 位置 ④区I-11
やや不整形な楕円形の土坑。図化できたものにロクロ成形の不 (10～ 12)がある。いずれも左回転。胎

土は0.5mm以下と精緻で、石英、長石片のほか、角閃石が入るのが目立つ。内外面にかすかにだがススが

付着しているので灯明皿として使われたものと考えられる。

時 期 中世前半に降る資料か

S K48          位置 ④区H-14
径15cm内外の小円形を呈す。非ロクロ成形の手づくねの土師器の皿が1点出土している。

時 期 中世前半の資料と考えられる。歴博編年中世Ⅱ期

S D01(遺構図第11図)    位置 ②区D-19020ほか

中世に埋もれたと考えられる自然流路で、遺跡のほぼ中央に位置する (第 10図 )。

図化できなかったが13世紀代と考えられる龍泉窯系の青磁があるだけで、中世後期以降の国産陶器、貿

易陶磁器は含まれない。13須恵器突帯付四耳壺。18「十一」ないし「士」・「土」の墨書がある黒色土器

不、19土師器椀は平安時代後半の遺物か。

土師器皿 (14～ 17)は これらの遺物よりは若干時間的に下りそう。14は mm大の粗粒の軟質の褐色粒子が

目立ち、右回転のロクロ成形。15016ロ クロ成形だが回転方向は不明、胎土も級密。内外面にススが付着

しているので、灯明皿と考えられる。14～ 16平安時代末か。17底部が糸切底ではなく、ヘラケズリ調整が

施される。内外面にススが固着する。灯明皿。時期はS K48の 土師器皿と似た年代か。とすれば、青磁と
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第 3節 遺構と遺物

ともにこの溝が埋もれた年代の下限を示していると考えられる。

S D02(第 10図)      位置 ②区D-13

これも中世には埋もれたと考えられる自然流路。図化できた遺物としては20土師器椀、21須恵質橋鉢、

22灰釉陶器碗がある。灰釉陶器は虎渓山ないし丸石窯様式で10世紀末から11世紀初の年代が与えられ、須

恵質括鉢が中世前期 と考えられるので、この須恵質橘鉢の年代が S D02の埋もれた年代の下限を示してい

ると思われる。 S D01と ほぼ同時期に溝としては廃絶したのだろう。

(3)遺構外の平安時代から中世の土師器、黒色土器 (第 40図 )

遺構外から出土したが、遺構の時期と同じ遺物。

102土師器皿、 709土 師器盤、 30508黒 色土器不、11～ 14土師器羽釜はいずれも平安時代後半

ないし末の遺物と思われる。中世の資料は、図化できた内耳鍋は10だけだが破片は散見され、溝が埋まっ

た後の中世後期に遺跡が利用されていたことが伺える。

註 1 佐久編年とは下記の文献に示された古墳時代から古代にかけての土器編年。寺島俊郎1991「古墳時代末から平安時代の遺物」
『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書 2-佐久市内その 2-』 長野県埋蔵文化財センター

註 2 歴博編年とは下記の文献に示された古代末から中世・近世初頭の編年。国立歴史民俗博物館1997『 国立歴史民俗博物館研究報
告第71集  中世食文化の基礎的研究』

2 その他の遺物
(1)縄文時代の土器 (第 41図 )

縄文時代の遺物は遺構から出土したものもあるが、いずれも遺構の時期とは異なる混入によるものと考

えられ′る。

1～ 9胎土に繊維を含む。いずれも縄文を横位回転したものだが、横位ないし縦位の羽状構成のものも

ある (1・ 3・ 809)。 前期初頭から中葉。10～ 17前期後葉から末。10～ 13縄文を横位回転した後に半裁

竹管状工具を束ねて条線を施したもの。14015櫛歯状工具による条線、前期後葉の諸磯 b式か。16ヘラに

よる三角形陰刻文が施される。前期末。17縄文地に結節浮線文を施す。

18～ 24中期後葉。18～ 20は加曽利E式の文様構成を持ちながら、沈線を地文とするいわゆる「佐久系」

ないしは「鱗状短沈線充填」土器。21それらに伴う櫛歯状工具による条線文が施された土器。22023隆帯

上に沈線が施され、地文に沈線を充填するもの。13～ 20の資料より若干古手。

25～ 31033～ 36後期初頭から前葉の土器。31堀之内式まで下がるか。それ以外は称名寺式期と思われ

る。25口縁端部に付く環状の把手。ヘビを模しているものと思われる。26口縁部に平行に圧痕のある隆帯

をめぐらす土器。

32・ 37038は底部。32は繊維を含む。前期だろう。37網代痕。後期。38細かい条痕を残すナデ調整が底

部外面に施される。

(2)石器 (第 42～ 46図 )

遺構から出土したものもあるが、景J片素材の石器は本来の所属時期のものとは考えられない。

月ヽ型の争J片石器 (石鏃、尖頭器、連続した争J離のある余J片 )、 大型の争j片石器 (打製石斧)、 凹石、祗石、紡錘

車、台石、石皿の順に酉己列してある。

l～ 16石鏃。 1～ 9凹基式、10～ 13有茎式。素材は黒曜石が卓越していて、 6のみがチャー ト製であ

る。本遺跡では縄文時代前期から後期前葉の土器が出土しているので、大半がこれに伴うものと考えられ

るが、有茎石鏃に対応するような土器はない。
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17018尖頭器。17黒曜石製。18珪質頁岩ないし粘板岩製の尖頭器。草創期か。

19～ 26連続した争J離のある剥片。微細な連続した争J離を有する景J片から調整を施された争J片まで含む。

19～ 22黒曜石。20争J片両側が折られていて、上下に微細な景J離が見られる。楔形石器 P23千枚岩質粘板岩

のスクレイパー (あるいは打製石斧)の破片。24ガラス質安山岩製の微細な景J離を有する争J片。25026微細

な連続した景J離を有する硬砂岩の争J片。いずれも縄文時代に属するものだろう。

27～ 31打製石斧。27硬砂岩、28～ 31千枚岩質粘板岩。いずれも先第二系の石材で、同系統の産地からも

たらされたものだろう。縄文時代前期から後期のものか。

32凹石。上面中央が敲打によってくぼみ、その周辺や側面にも敲打痕が見られる。また全体に磨面が見

られる。

33～ 34砥石。堅緻な凝灰岩製。33は持ち運びに利するためか、上端に穿孔がある。 S B02よ り出土、平

安時代。35紡錘車。 S B03出 土、浮石 (いわゆる軽石)製、平安時代のもの。37～ 58台石。ほとんどが斑晶

が見られる板状節理の発達した輝石安山岩製。ここでは何らかの使用痕が見られるものを紹介する。いず

れも平安時代の遺物 と思われ、鍛冶に関連する石器か。36～ 42S B01、 43～ 45S B02、 46～ 55S B08、

56～ 58S B10の 出±。59060石皿。縄文時代にもヽこうした遺物は存在するが、59の ようにS B09か ら出土

したことや、台石と石材が共通することや、いずれも縁をはっきり作 り出すものがないことから、平安時

代のものと考えた。

このほかにも図化されない赤化 (被熱による)やスス付着礫が出土した。

(3)金属製品ならびに関係遺物 (第 47～ 49図 )

金属製品ならびに関係遺物の番号は、鉄関係遺物構成図の順序に従っている。

鉄製品 (第47図)10袋状鉄斧。基部の横断面はコの字状を呈し、典型的な袋状ではない。刃部の縦断面

は鋭角な三角形で、基部から先端に向かって、楔状に薄く仕上げている。化学分析などから鍛造品である

ことが分かっている。竪穴住居跡 S B02出土。平安時代。13刀子。棟はほぼ直線、刃部は関 (ま ち)か ら

先端に向かって次第に細まる。竪穴住居跡 S B07出 土。平安時代後期。30～ 32は鉄釘、
｀
いずれも断面が方

形を呈し、鍛造釘。いずれも2寸釘か。ttS D02出±。

銅製品 (第47図)3"同製金具。 S B09出 ±。平安時代。34キ セル受け口。35キ セル吸い口。ともに遺構

外から出±。近世以降のものと考えられる。

銭貨 (第 48図)1皇 朝十二銭の貞観永宝。竪穴建物住居跡 S B05出±。 20305宋 銭。 2紹聖元宝。

3至道元宝。ともにS D01出 ±。 5元祐通宝。 4明治 8年製半銭銅貨。

鉄関係遺物 (第 49050図 )以 下主なもののみ記述する。

鉄滓 (1～ 9011～ 14・ 16～ 22・ 25029)3含鉄椀形鍛冶滓。平面楕円形で、 2段構成。下段の滓の真上

に上段の滓が形成され、溶着した状態である。表面は酸化気味だが、金属反応はある。また、表面は10mm

以上ある木炭痕やガラス化した部分も見られる。14鉄塊系遺物。不整形で小型だが重量感に富む。全体に

酸化が進む。17含鉄鍛冶滓。平面形は不整形な六角形であり、側面全体が割り取られている。緻密で重量

感があり、特殊金属探知器にも高い反応を示す。また、滓の地の色は黒褐色で、光沢も若千持つ。10mm程

度の木炭痕も見られる。

羽口 (15023・ 24026027028)15竪穴住居跡 S B08よ り出±。外径7.4cm内径 3。 lcmを測る。スサは l cm

位のものを僅かに含み、 1～ 4 mm程度の白色粒子が目立つ。青灰色化した方向に鍛冶炉に接続したものと

考えられる。平安時代後期のもの。27外径7.6cm内径2.7cmを測ると推定される。スサや 5 mm以上の砂粒を

含むが比較的柔らかい粘土で作られている。外面の片端が青灰色に変化していることから、この方で鍛冶

炉に接続していたものと考えられる。28は l cm程度のスサが多く、 1～ 5 mm程度の砂粒も胎土に含む。い
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ずれも溝S D01か ら出土したものなので、古代以降の遺物と思われる。

鍛造景J片・粒状滓 遺跡全体で鍛冶に関連すると想定された遺構の覆土のべ479。 180kgを水飾選別した。
うち鍛造争J片は、北カマドから4 mmメ ッシュで 1点、 2 mmメ ッシュで9点、1。 5mmメ ッシュで 5点、1。 Omm

メッシュで10点の計25点。竪穴住居跡S B08内 小土坑 S K15炭層内より2 mmメ ッシュで 3点、1。 Ommメ ッ

シュで 2′点の計 5″点が得られ、化学分析にかけている。これ以外に、竪穴住居跡 S B 01Pit 4よ り1′点、

同ピット7よ り2点、竪穴住居跡S B08土坑北焼土より鍛造景J片が 3点、粒状滓が 2点。同土坑S K14よ

り鍛造余J片 1点が出土しているが、いずれも極めて細片。
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第 4節 鉄滓並びに鉄製品等の分析

第 4節 鉄滓並びに鉄製品等の分析調査

調査 (含桜畑遺跡出土増蝸 )

川鉄テクノリサーチ株式会社

分析・評価センター

埋蔵文化財調査研究室

岡原 正明

伊藤 俊治

1 は じめに

長野県埋蔵文化財センター上田事務所が上信越自動車道関連で発掘調査した、東部町中田遺跡出土の鉄

滓、鉄製品および羽口、桜畑遺跡対蝸等について、学術的な記録と今後の調査のための一環として化学成

分分析を含む自然科学的観′点での調査依頼があった。

調査の観点として、鉄滓については、

・製鉄原料の推定、 ・製鉄工程上の位置付け、 ・観察上の特記事項など、

鉄製品については、

・残存金属の確認、 ・金属鉄成分の分析、 ・加工状況や観察上の特記事項など、

羽口については、

・耐火度、 ・粘土成分、 ・観察上の特記事項など、

また、増蝸付着の銅滓については、

・残存金属の確認、 ・金属銅成分の分析、 0観察上の特記事項など、

を中心に調査した。

その結果について報告する。

2 調査項 目お よび試験・検査方法

(1)調査項目 (第 3表 中田遺跡金属関係遺物分析項目一覧)

資
　
　
料

総

番

号

出 土

位 置

試 料

の

性 格

重

日亘

ｇ

磁

着

度

メ
タ
ル
度

外
観
写
真

成
分
分
析

組
織
写
真

Ｘ
線
回
折

Ｅ

Ｐ

Ｍ

Ａ

Ｘ
線
透
過

そ

の

他

95-82 含鉄精錬

鍛冶滓

143.97 H ○ ○ ○ ○ ○ ○

95-83 S B01

pit 7滓 8

椀形精錬

鍛冶滓

303.47 H ○ ○ ○ ○ ○ ○

95-84 S B01

カマ ド横滓 1

椀形精錬

鍛冶滓

133.68 H ○ ○ ○ ○ ○

95-85 S D01

黒色土

鉄塊系遺

物

48.37 L ○ ○

95-86 S B08

pit 4

鉄塊系遺

物

12。 04 L ○ ○ ○ ○ ○

95-87 S D01

黒色土

鉄塊系遺

物

13.16 M ○ ○ ○ ○

95-88 S B01

北カマ ド

鍛造余j片 ○ ○
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95-89 S B08

K15炭層

鍛造余J片 ○ ○

95-90 S B01 鉄製品

(棒状 )

3.53 ○ ○ ○

☆

○

10 95-91 S B01

pit l

鉄製品

(板状 )

11.20 ○ ○

95-92 S B02 鉄製品

(斧 )

206.74 L ○ ○ ○

L,C

○

」
，
Ｃ

○ ○

硬度

95-93 S B07 鉄製品

(刀子)

18。 88 L ○ ○ ○

L,C
○

L,C
○ ○

硬度

95-94 S D01

黒色土

羽 口 94.31 な

し

○ ○ ○ ○
鱚

95-95 桜畑

黒褐

坤蝸付着

銅滓

(48.50) な

し

H ○ ○ ○

☆

註 三・重量、磁着度およびメタル度は貴センター測定の結果によります。
0試料の性格は分析・調査の結果に基づいて記載しました。
・ Lは試料の長手方向、 Cは断面方向を表します。
・☆はEPMA― EDXに よる高速定性分析を実施しました。

(2)外観の観察と写真撮影

上記各種試験用試料を採取する前に、試料の両面をmm単位まであるスケールを同時写し込みで撮影し

た。また、試料採取時の特異部分についても撮影を行った。また、必要に応じ試料の切断箇所と切断面の

写真を加えた。

(3)化学成分分析

化学成分分析はJISの分析法に準じて行った。分析方法および分析結果は一覧表 (第 3表)に示して
ある。この調査は、化学成分から鉄を作るために使用した原料の推定と、生産工程のどの部分で発生した

鉄滓かの判断用データを得るために行った。また、羽口に使用されている粘土も特別に選択使用していた

のかの判断用に分析した。

分析項目は、鉄滓、鍛造景j片 18成分、羽口12成分となっている。

(4)顕微鏡組織写真

試料の一部を切 り出し樹月旨に埋め込み、細かい研磨剤などで研磨 (鏡面仕上)し た。その後、顕微鏡で

観察しながら代表的な断面組織を拡大して写真撮影し、溶融状況や介在物 (鉱物)の存在状態等から加工

状況や材質を判断する。鉄滓の場合にも同様に処理観察を行い、製鉄・鍛冶過程での状況を明らかにしま

す。原則として100倍 と400倍で撮影し、必要に応じ10倍の実体顕微鏡および10倍ないしは20倍の金属顕微

鏡による観察も行った。

(5)X線回折測定

試料を粉砕して板状に成形し、X線を照射すると、試料に含まれている化合物の結晶の種類に応じて、

それぞれの固有の反射 (回折)さ れたX線が検出されることを利用し試料中の未知の化合物を観察・同定

する。
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多くの種類の結晶についての標準データが整備されており、ほとんどの化合物が同定される。装置の仕

様や測定条件、測定結果は後述した。

(6)EPMA(X線 マイクロアナライザー)に よる観察

高速電子線を 2 μmφ程度に絞って分析対象試料面に照射し、その微小部に存在する元素から発生する特

性X線を測定するもので、金属鉄中の介在物や鉄滓の成分構成を、視覚から確認するために、二次元の面

分析を行った。

また、EPMAに 付属する特性X線分光分析装置 (EDX)を 用いて、元素の高速定量分析を行った。

(7)耐火度試験

製鉄に使用された炉壁や羽口について、どの程度の耐火性のある粘土を使用していたのかを判断するた

めに試験した。この調査もJIS規格『耐火れんがの耐火度の試験方法』に準じて実施した。

(8)X線 (放射線)透過試験

X線発生装置を用い最適のX線強度を選択して、写真撮影を行うもの。同一のX線強度と照射時間の場

合には、照射される物質の質量が重い程、また寸法が厚い程X線が吸収され写真上では黒くなり、その反

対ではX線が簡単に透過する関係上自く写る。したがって、凹凸や異種金属が共用されているとか銹で金

属部分が薄 くなっている場合でも状況が濃淡で判別できることを利用したものである。

3 調査 お よび考察結果
次に調査および考察結果を個別試料ごとに述べる。なお、各試料の形状と外観等についての調査・観察

は既に貴センターで調査済みなので、ここでは特に記載しない。

(1)試料 1 総番号95-82 含鉄精錬鍛冶滓

外観写真、X線 (放射線)透過写真 (第 51図 )

化学成分分析の結果によると、全鉄 (T.Fe)は 43.0%の値であり、酸化第一鉄 (ウ スタイト:FeO)が

46.7%と 含まれる鉄の形態からみて相対的に多く、一方酸化第二鉄 (ヘマタイト:Fe203)は 7.90%と 少な

い。また、金属鉄 (M.FOが 1。 24%と 僅かながら含まれている滓中の成分の指標 となる所謂造滓成分

(Si02+A1203+CaOttMgO)は 27.3%であった。砂鉄に含まれていたと考えられるチタニウム 餃化チタニウ

ムで表示 :Ti02)が14.1%と 非常に多くバナジウム (V)も 0。 38%存在する。一般に鉱石に含有される成分

の一つである銅 (C→ の値は0。 001%で、非常に少ない。したがって、鉄源は砂鉄の可能性が高い。結合

水 (CoW。 )の値は0.39%と 少ないので、酸化第二鉄と水との化合物で鉄銹の一種であるゲーサイト等の

オキシ水酸化鉄 (α―Fe00H等)は あまり存在しないものと推定される。滓断面の10倍の視野での実体顕微

鏡による観察では明らかでないが、金属顕微鏡による観察では滓の中に多くの空孔が認められる。滓部分

の100倍で観た顕微鏡組織には、灰白色の小さな玉子状のウスタイト結晶と短冊がやや崩れた形状のファ

イヤライト (珪素と鉄の酸化化合物 :Fe2Si04)の結晶が観察される。他の鉱物質の結晶は特に認められず酸

化鉄主体の滓と考えられる。100倍の写真やや左中央、400倍の写真左に金属鉄の白い粒子が多数認められ

る。同時に淡褐色多角形板状の大量のウルボスピネル (チタニウムと鉄の酸化化合物 :Fe2Ti04)の 結晶が観

察される。

X線回折チャー トから、ウルボスピネルとファイヤライトの強いピークが検出され、他にウスタイトと
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四二酸化鉄 (マグネタイト三Fe304)の弱いピークが検出されている。さらに、金属鉄の存在を示すピーク

も認められ、滓の断面観察や化学成分分析の結果に一致する。滓の性格としては精錬の極 く初期のものと

考えられる。

滓断面のEPMA写 真 (第 51図 )。 鉄酸化物のウスタイ トの他、珪素 (Si)、 カルシウム (C→、マグネシ

ウム (Mg)やアルミニウム (Al)の複合酸化物 (鉱物質)の存在が確認される。さらに、鉄 (Fe)と 共に多

量のチタニウム (ウルボスピネル)やバナジウムの存在が明らかにされた。

以上の結果を総合すると、この試料は砂鉄を鉄源とした精錬滓と言える。なお、滓には金属鉄の細粒が

多数存在する。

(2)試料 2 総番号95-83 椀形精錬鍛冶滓

外観写真、X線 (放射線)透過写真 (第 52図 )

化学成分分析の結果によるとT.Feは 52.7%と やや高い値であり、FeOも 49。 5%と 多くまた、M.Feが

0.61%と僅かながら含まれている。造滓成分は24.4%であった。砂鉄に含まれていたと考えられるTi02

が0。 12%と 少なく、Vも 0。 033%と 少ない。一般に鉱石に含有される成分の一つであるCuの値 も0。 008%

で非常に少ないので、鉄源は砂鉄の可能性が高い。C.W。 の値が2。 11%、 Fe203も 19.4%と やや多いので、

金属鉄が銹化してオキシ水酸化鉄が生成しているものと推定される。また、炭素 (C)の値が0.141%と や

や高いので、銹化した鉄に含まれていた元の炭素量もやや高かったものと推定される。

滓断面の10倍の視野での金属顕微鏡による観察では滓の中に大小の多くの空孔が認められる。滓部分の

100倍 と400倍で観た顕微鏡組織には、淡灰白色の繭状や玉子が変形したようなウスタイト結晶と灰色の短

冊がやや崩れた形状のファイヤライトの結晶が観察される。また、100倍の写真の右上に見える灰白色の

部分は金属鉄が銹化したオキシ水酸化鉄である。他の鉱物質の結晶は特に認められず酸化鉄主体の滓と考

えられ′る。

X線回折チャー トから、ウスタイトとファイヤライトの強いピークが検出され、この他マグネタイトと

オキシ水酸化鉄の一種であるゲーサイトのピークが検出されている。滓の断面観察や化学成分分析の結果

に一致する。

滓断面のEPMA写 真 (第 52053図 )。 鉄酸化物のウスタイトの他、珪素、カルシウム、マグネシウムや

アルミニウムの複合酸化物 (鉱物質)の存在が確認される。この他、チタニウムとバナジウムが一様に分

布して存在している。また、燐 (P)や硫黄 (S)が所々に偏析している状況が明らかにされた。

以上の結果を総合すると、この試料は形状を加味し砂鉄を鉄源とした椀形精錬鍛冶滓と言える。なお、

金属鉄の存在は化学成分分析以外の検討結果からは確認出来ない。

(3)試料 3 総番号95-84 椀形精錬鍛冶滓

外観写真、X線 (放射線)透過写真 (第 53図 )

化学成分分析の結果によると、T.Feの値が58。 7%と やや高 く、FeOも 51.2%と 多い。また、M.Feは

0。 38%と 殆 ど含まれていない。造滓成分は17.6%であった。砂鉄に含まれていたと考えられるTi02は

0。 043%と 非常に少ないが、Vは 0。 052%であった。一般に鉱石に含有される成分の一つであるCuの値 も

0.005%で非常に少ない。したがって、鉄源が砂鉄であるか否かは判定出来ない。C.W.の値が1.96%、

Fe203も 26。 5%とやや多いので、金属鉄が銹化してオキシ水酸化鉄等が生成しているものと推定される。

また、炭素 (C)の値が0.113%やや高いので、銹化した鉄に含まれていた元の炭素量もやや高かったもの

と推定される。
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滓断面の10倍の視野での金属顕微鏡による観察では滓の中に大小の多くの空孔が認められる。滓部分の

100倍 と400倍で観た顕微鏡視野には、全体 として淡灰白色の金属鉄が銹化したと考えられるオキシ水酸化

鉄の塊が観察される。この視野では他の結晶は特に認められず酸化鉄主体の滓と考えられる。

X線回折チャー トから、ウスタイト、マグネタイトとファイヤライトの強いピークが検出されている。

この他、金属鉄が銹化し生成したオキシ水酸化鉄の一種であるゲーサイトとレピッドクロサイトのピーク

が検出され、一部に鉱物質の存在が認められる。

以上の結果を総合すると、この試料は形状を加味し精錬鍛冶工程が進行した後段の椀形精錬鍛冶滓と言

える。なお、金属鉄は全て銹化しており残存していない。また、鉄源が砂鉄か否かの判断は出来なかっ

た。

(4)試料 4 総番号95… 85 鉄塊系遺物

外観写真、X線 (放射線)透過写真 (第 54図 )

(5)試料 5 総番号95-86 鉄塊系遺物

外観写真、試料切断後の状況、X線 (放射線)透過写真 (第 55図 )

金属鉄の化学成分分析結果では、炭素の含有量が1.34%と過共析鋼に属する範囲の値で、Si(珪素)が

1。 34%、 Ca(カルシウム)が0.814%、 Mg(マグネシウム)が 0。 262%と 高い値を示しているが、鉄中の介在

物 (不純物)が多くあり、その影響によるものと推定される。同時に、チタニウムの含有量も0.322%と 高

い。一方、鉱石に多く含まれるCu C同 )やNi(ニ ッケル)の値は低 く、鉄源として砂鉄が用いられたと考

えられる。

試料断面の顕微鏡写真 (第 55図 )。 内部には多くの気泡が存在するが金属部分に白い針状の結晶が観察さ

れる。100倍 と400倍の金属顕微鏡写真から白い針状の部分は、鉄が緩やかに凝固した際に析出したセメン

タイト (炭化鉄 :Fe3C)であり、この部分を埋めるようにパーライト (純鉄とセメンタイトとが互いに層状にな

った金属結晶)が認められ、この写真からも炭素量の高い鉄であることが判る。なお、この写真では介在物

の存在は定かでない。

EPMAに よる金属に付着している滓部分の観察結果を第55056図 に示した。この検討からウスタイト

やファイヤライトの存在が示唆され、同時にチタニウムが多く存在することも認められる。

以上の結果を総合すると、この試料は精錬鍛冶の際に滓と共に生成した炭素含有量の高い鉄塊と認めら

れる。鉄源として砂鉄が使用されたと言える。

(6)試料 6 総番号95-87 鉄塊系遺物

外観写真、X線 (放射線)透過写真 (第 56図 )。

この試料には第56図に示したように金属鉄が残存していたが、試料の量が少なかったので金属鉄の化学

成分分析は行っていない。

金属断面の顕微鏡写真 (第 56図 )。 内部に気泡が存在しない緻密な金属塊で、表面は銹で覆われている。

100倍 と400倍の金属顕微鏡写真を第56図に示したが、セメンタイトが白い針状や編目状に析出した間を埋

めるようにパーライト結晶が存在する状態のもの、さらに炭素量の高い鉄の部分では第56図の写真のよう

に鋳物に近い組織を呈している。なお、この写真では介在物の存在は定かでない。

EPMAに よる金属面の観察結果を第56057図 に示した。写真中央左上の模様は鉄と燐の化合物と推定

される。右下の丸い点は介在物でチタニウムの存在が認められる。
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以上の結果を総合すると、この試料は溶解状態から凝固した鉄鬼と認められる。鉄源として砂鉄が使用

されたと考えられる。

(7)試料 7 総番号95-88 鍛造剥片

試料を寸法別に区分けした総番号95-88(1～ 7)の外観写真 (第 57図 )

鍛造景J片断面の実体顕微鏡と金属顕微鏡による観察写真 (第 57～ 61図 )。

表面はかなり発銹して褐色を呈する酸化鉄に覆われている。内部はウスタイトの組織あるいは淡灰白色

のゲーサイトと推定される組織とが混在している。通常鍛造景J片は偏平な板状を呈するが、今回対象の試

料は塊状のものであった。

(8)試料 8 総番号95… 89 鍛造剥片

試料を寸法別に区分けした総番号95-89(1～ 5)の外観写真 (第 61図 )

鍛造景J片断面の実体顕微鏡と金属顕微鏡による観察写真 (第 61～ 63図 )。 表面はかなり発銹して褐色を呈

する酸化鉄に覆われている。内部はウスタイトの組織あるいは金属鉄が銹化した淡灰白色のゲーサイトと

推定される組織 とが混在 している。通常鍛造景J片 は偏平な板状を呈するが、今回対象 とした試料は

89(5)を 除いて塊状のものが多い。

(9)試料 9 総番号95-90 鉄製品 (棒状)

外観写真、検討用試料の採取位置、X線 (放射線)透過写真 (第 64図 )

採取した試料の量が少なかったので金属鉄の化学成分分析は出来なかった。そこで、後述するようにE

PMA一 EDXを 用いた定性分析を行った。

金属試料断面の20倍の顕微鏡写真 (第 64図 )。 緻密な金属結晶層と黒い介在物層とが交互に積み重なって

おり、鍛錬鍛冶の過程で順次幾層かに鉄を重ねて鍛造し製作した状況が読み取れる。表面は銹で覆われて

いる。100倍 と400倍の金属顕微鏡写真 (第 64図 )。 金属組織の中にパーライト結晶が少量存在し、その炭素

量は0。 2%程度と推定される。拡大写真から、介在物に挟まれた金属層の結晶粒子の大きさがそれぞれ異

なっているが、鍛造過程で鉄を重ね合わせた結果によるものである。なお、硬さや強度を向上させるため

の焼き入れは施されていない。

EPMAに よる金属面の観察結果 (第 64065図 )。 SE像 (走査電子顕微鏡写真)中央の横方向の丸′点模様
は、顕微鏡組織で見た鉄層と鉄層との間の介在物で、介在物は造滓成分そのものであり、この中にチタニ

ウムやバナジウムが存在している。

EPMA― EDXを 用いた定性分析の結果、チャー トから鉄のみが検出されており、他の不純物金属元

素等は認められないので純度の高い鉄と言える。

以上の結果を総合すると、この試料は鉄を重ね合わせて鍛冶加工し製作されている。焼き入れは施され

ていない。鉄源として砂鉄が使用されたと考えられる。

00 試料10 総番号95-91 鉄製品 (板状)

外観写真、X線 (放射線)透過写真 (第 65図 )

写真の陰影から金属鉄は殆ど残っていないものと認められる。

llll 試料11 総番号95-92 鉄製品 (斧 )
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コの字状鉄斧の外観写真 (第 65図 )。 上段の写真がコの字状基部側、下段が平滑な背面である。検討用試

料の採取位置 (第 65図 )。 側面から見た試料切断後の状況 (第 66図 )。 X線 (放射線)透過写真 ぐ第66図 )

コの字状基部および刃先部分は肉厚が薄いので陰影が薄れているが金属鉄は完全に残存している。

金属鉄の化学成分分析結果では、炭素の含有量が0.17%で他の不純物元素の含有量も非常に少なく、清

純な鉄と言える。したがって、鉄の中の介在物が少なくチタニウムやバナジウム等の含有量も非常に少な

い。同様に、Cuや Niの値も低 く、鉄源として砂鉄が用いられたか否かの判断は出来難い。

鉄斧のL雌 )方向とC(断面)方向断面の10倍の顕微鏡写真 (マ クロ写真)(第66図 )。 緻密な白く見える

炭素量の少ない層と黒く見える炭素量の多い金属層とが交互に積み重なった状況が観察される。鍛錬鍛冶

の過程で順次幾層かに鉄を重ねて鍛造し製作した状況が読み取れる。C方向の写真 (第 66図 )か らは斧の

幅調整のためか縁 (ヘ リ)が巻き込まれている状態も観察される。

100倍 と400倍のL方向の金属顕微鏡写真、C方向 (第 66図 )。 金属組織の中にパーライト結晶が少量存在

するが、その存在量からして化学成分分析の炭素量とほぼ同量の0。 2%程度と推定される。また、鍛造に

よって介在物が延伸されており、 L方向の介在物がC方向のそれより長いので鍛造がL方向 (コ の字状袋部

から刃先にかけて)に 強く行われたことを示している。

微小硬度計による硬さ試験結果の値はHV-220で あり純鉄に較べてやや高い。しかし、組織観察の結果

も含め、硬さや強度を向上させるための焼き入れは施されていないと言える。

EPMAに よる金属面の観察結果 (第 66～ 68図 )。 SE像中央の横方向の黒い部分は介在物である。介在

物は造滓成分 と同じ成分で構成されており、この中にチタニウムやバナジウムが存在しているLし たがっ

て、砂鉄を原料とした鉄から製作された可能性が高い。

以上の結果を総合すると、この鉄斧は鉄を重ね合わせて鍛冶 (鍛造)加工し製作されいる。焼き入れは

施されていない。鉄源に砂鉄が使用された可能性が高い。

OD 試料12 総番号95-93 鉄製品 (刀子)

外観写真、検討用試料の採取位置 (第 68図 )。 切断面に残っている金属の状況と銹の状態。X線 (放射線)

透過写真 (第69図 )。

金属鉄の化学成分分析結果では、不純物元素の含有量が非常に少なく、比較的清純な鉄と言える。した

がって、鉄の中の介在物が少なくチタニウムやバナジウム等の含有量も非常に少ない。同様にCuや Niの

値も低 く、鉄源として砂鉄が用いられたか否かの判断は出来難い。残念ながら採取した試料の重量が少な

かったので炭素量の分析は出来なかかった。

刀子のL雌 )方向とC(断面)方向断面の10倍の顕微鏡写真 (マ クロ写真)(第69図 )。 緻密な自く見える

炭素量の少ない層と黒く見える炭素量の多い金属層とが交互に積み重なった状況が、試料11の鉄斧程顕著

ではないが、観察される。鍛錬鍛冶の過程で順次幾層かに鉄を重ねて鍛造し製作した状況が読み取れる。

100倍 と400倍のL方向の金属顕微鏡写真、C方向 (第 69図 )。 金属組織の中にパーライト結晶が少量存在

するが、その存在量からして炭素量は0.3%前後と推定される。また、鍛造によって介在物が延イ申されて

おりL方向の介在物とC方向のそれの長さとほぼ同程度なので、金属鉄を薄く鍛造した後に鉄板を切 り出

すなどして刀子に成形加工したものと推定される。

微小硬度計による硬さ試験の結果、その値はHV-162で あり純鉄に較べてやや高い程度である。組織観

察の結果も含め、硬さや強度を向上させるための焼き入れは施されていないと言える。

EPMAに よる金属面の観察結果 (第 69070図 )。 SE像中央の横方向に多く見える黒い筋状の部分が介

在物である。介在物は造滓成分と同じ成分で構成されている。この中にはチタニウムやバナジウムの存在
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は全 く認められない。したがって、分析結果も加味し砂鉄を原料とした鉄から製作された可能性は薄い。

舶載された鉄ていや鉱石が鉄源の出発点である可能性が高い。

以上の結果を総合すると、この刀子は鉄を重ね合わせて鍛冶 搬造)加工し製作されている。焼き入れ

は施されていない。舶載品の鉄ていまたは鉱石が鉄源の出発点である可能性が高い。

00 試料13 総番号95-94 可可ロ

外観写真、羽口粘土断面の実体顕微鏡写真 (第 71図 )

微小な鉱物質結晶が存在するが緻密な粘土質で構成されており、羽国製作あるいは使用過程で発生した

と考えられる割れ目が横 (円周)方向に多数認められる。

化学成分分析結果では、Si02が 66.4%、 A1203は 17.6%であった。ToFeの値は4.46%であり粘土に普

通含有されている鉄分と同程度の量で、鉄滓などに汚染されていない。この羽日の耐火度は1,250℃ 弱で、

当時一般に使用されていた粘土に較べ高い耐火度を示した。

l141 試料14 総番号95-95 増蝸付着銅滓

対蝸内外の外観写真と検討用試料を内側から採取した位置 (矢印)(第 71図 )。

採取可能試料量が少なかったので金属銅や銅滓の化学成分分析は出来なかった。そこで、後述するよう

にEPMA― EDXを 用いた定性分析を行った。

銅滓断面の10倍 と20倍の顕微鏡写真 (第 72図 )。 灰白色に見える部分は酸化銅、また、下の写真で灰黒色

に見える部分が銅滓である。下の写真の中に丸 く白色に見える部分が残存している金属銅である。

金属銅の100倍 と400倍の顕微鏡写真 (第 72図 )。 金属組織の中に花火模様が観察されるが、エッチング

傾微鏡観察のための軽い腐食操作)に よって出現した結晶の乱れによるものと考えられる。

EPMAに よる試料面の観察結果 (第 72073図 )。 SE像 (走査電子顕微鏡写真)の矢印1。 は銅および酸素の

面分析結果から金属銅、矢印2.は主として酸化銅、矢印3.は銅滓である。金属銅にはここで検討した範囲

の共存金属元素などを全 く含まず、純銅であると判断される。酸化銅の部分にはアルミニウムが存在する

ほか、銀 (Ag)や鉛 (Pb)の存在が確認される。銅滓の部分には鉄滓の場合 と同様造滓成分 (Si02+A12

03+CaOttMgO)の 他、銅の酸化物や鉛の酸化物等が含まれている。鉛や銀は銅の精錬過程で銅鉱石から

随伴してきた金属元素と考えられ、積極的に添加されたものではない。

EPMA― EDXを 用いた定性分析の結果、金属銅の測定チャー トからはカルシウムや銀の微弱なピー

クが若干存在するものの銅のみが検出されており、純銅であることが確かめられる。(灰黒色=酸化銅)の

測定チャー トからは数多くの銅の強いピークとともに酸素と介在物として鉄や鉛が検出されている。ま

た、(黒灰色=銅滓)では銅のピークの他、造滓成分 と鉄、鉛、カリウム (K)、 ナ トリウム (Na)やチタニ

ウム (Ti)が存在する。錫 (S→ の存在も認められるが極めて少量で、青銅の中の錫分とは考えられない。

以上の結果を総合すると、この試料は純銅の溶解に使用した増蝸と言える。また、金属銅が残存してい

た。

4 まとめ
4-1 鉄滓 (試料 1～ 3、 7、 8)について

(1)試料 1～ 3は精錬滓で、 2、 3は その椀形滓と言える。

9)試料 7、 8は鍛造景j片であるが、銹化したためか偏平な形状のものが少ない。

侶)精錬滓から、使用された鉄原料が砂鉄であると推定された。しかし、試料 3は特定できない。
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に)試料 1に は金属鉄の小粒が多数含まれていた。試料 2の化学成分分析結果では金属鉄の存在が示

唆されたが、他の検討項目では確認できなかった。

4-2 鉄塊系遺物 (試料 4～ 6)について

(1)試料 4は外観写真観察のみとした。

121 試料 5は精錬鍛冶の際に滓と共に生成した炭素含有量の多い鉄塊と認められた。

131 試料 6は溶解状態から凝固した鉄兄と認められた。

に)試料 5、 6の鉄塊の鉄源は砂鉄と推定される。

4-3 鉄製品 (試料9～ 12)に ついて

(1)試料 9(棒状)と 試料11(斧)は鉄を重ね合わせて鍛冶 (鍛造)加工し、製作されている。焼き入

れは施されていない。鉄源に砂鉄が使用された可能性が高い。

9)試料10(板)に は残存金属が殆ど認められなかった。

6)試料12(刀子)は鉄を重ね合わせて鍛冶 搬造)加工し、製作されている。焼き入れは施されてい

ない。鉄源は舶載した鉄または鉱石原料の可能性が高い。

4-4 羽口 (試料13)に ついて

(1)耐火温度が1250℃ と当時一般に使用されていた粘土に較べかなり高い温度 (約 200℃程)を 示 し

た。

4-5 堵蝸付着銅滓 (試料14)について

(1)銅滓には金属銅が残存していた。溶解などに使用していたものと推定される。

(2)金属銅は純銅であった。なお、付随する銅滓には銀や鉛が存在した。

5 参考
(1)鉄滓の発生を鉄の生産工程から大きく分類すると、

①製錬滓

砂鉄や鉄鉱石を木炭等の炭素で還元して、酸素を取り除き、金属鉄を取り出す時に発生するもの

で、炉内滓や炉底滓および炉外流出滓などがある。

②精錬鍛冶滓 (大鍛冶滓)

①で出来た鉄塊から、さらに不純物を取り出して加工しやすい状態の鉄素材 (鉄塊)にする時に生

成するもので、成分的には①の製錬滓に近い。

③鍛錬鍛冶滓 い鍛7台滓)

②で出来た鉄素材や製品の鉄を加熱・鍛打して、鉄製品を作っていく過程で生成する鉄滓で、その

生成過程により椀型鍛冶滓、鍛造彙j片や粒状鉄滓 (通称湯玉)等の形となる。

④鋳物滓

鉄を溶解し、鋳型に流し込んで鋳物を作る時に生成するもの。

等がある。

鉄は再加工 (いわゆるリサイクノめ の可能な素材として利用できるので、鍛冶場には各所で新規に生産さ

れた鉄と同時にリサイクル品が持ち込まれてきた可能性もあると、考えるのが妥当である。
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素材である鉄や鉄塊がどこで生産されたものか、製鉄技術の進歩の状況はどうであったか等について

は、特定製鉄遺跡に付随する鍛冶工房や、製品としての鉄器類の追跡調査研究を進めて行 く過程で更に解

明できるものと思われる。

(2)鉄の分析結果について

分析結果表に記載されている全鉄分 (Tot」 Fe=T.Feと 表示)の量と、その後に記載されている金属鉄

(Metalic Fe=M.Fe)、 酸化第一鉄 (FeO)お よび酸化第二鉄 (Fe203)と の関係を簡単に述べると、後者の二

つは酸化鉄 (鉄と酸素の化合物)を示しており、それらの中の鉄 (Fe)の量とM oFeの量とを合計したものが

前者のT.Feと なる。

したがって、分析値を合計する場合には全鉄分を除外して集計する必要があります。また、酸化鉄には

この他にもいろいろな形態をしたものがあり、鉄滓中の鉄の成分量を見る場合には、全鉄分 (T.FOが重

要になる。

なお、酸化鉄の他の化合物としては四二酸化鉄 (FeO・ Fe203=Fe304)が あるカド、化学成分分析から直接

含有量は求められない。

また、水分 との接触が多い鉄器や鉄滓の場合、水分 (C.W。 )と 酸化第二鉄 とが結合 したオキシ水酸化

鉄 (Fe203° H20=2Fe00H)が一般的に認められる。その時の鉄銹の形態は、ゲーサイト [Goethite:α ―

Fe00H]、 ア カ ゴナ イ ト [Akagonite:β 一Fe00H]、 レピ ッ ドクロサ イ ト [Lepidocrocite:γ ―

Fe00H]の 3種であり、生成環境や条件により変化する。

(3)鉄滓の化合物について

鉄滓を構成する化合物は一般に次のようなものであり、顕微鏡写真およびX線回折の結果によると、原

則としてこれらの存在がいずれかの組み合わせで認められる。なおこの他にガラス質の化合物 も存在す

る。

ウスタイト

ファイヤライト

マグネタイト

ヘマタイト

マグヘマイト

ウルボスピネル

イルメナイト

シュー ドブルッカイト

ゲーサイト

アカゴナイト

レピッドクロサイト

ヘーシナイト

:Wistite(FeO)

三Fayalite(2Fё 0 0 Si02)

:Magnetite(Fe304)

:Hematite(α ―Fe203)

:Maghemaite(γ ―Fe203)

:Ulvospinel(2FeO O Ti02)

:IIInenite(FeO O Ti02)

:Pseudobrookite(Fe203・ Ti02)

:Goethite(α ―Fe00H)

:Akagonite(β 一Fe00H)

:Lepidocrocite(γ ―Fe00'H)

:Hercynite(FeO・ A1203)

白色の繭玉又は葡萄の房状の結晶

短冊状やレース状の長い結晶

白色、多角盤状または樹枝状の結晶

赤褐色～赤紫色

赤紫色～黒紫色

淡褐色、角尖状～六角形状結晶

褐色針状の長い結晶

針状または板状結晶

黄赤色、不定型

黄色、不定型

橙赤色、不定型

ウスタイト中に多く析出。胡麻粒状

こ の 他 、石 英 =ク オ ー ツ (Quartz:Si02)ヽ ル ー サ イ ト (Leucite:KAlSi206)ヽ プ ラ ギ オ レ ー ゼ [Plagio―

clase三 (Na,Ca)(Al,Si)408]ヽ  ドロマ イ ト [Dolomite:CaMg(C03)2]等の鉱 物や ガ ラス質 の ものが あ る。

なお、色調は前記したものと若干異なる場合もある。
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(95-82)資料 NO。 1 外観写真

EPA/1A ×400(1/2縮小)

SE
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顕微鏡写真  ×10(1/2縮小)

X線透過写真

第51図  資料95-82鍛冶関連遺物分析写真

×10(1/21縮 /Jヽ )

×400(1/21宿 /Jヽ )
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EPIMA ×400(1/2縮小)

S

資料 No。 2(95-83)外観写真 (1/2縮ガ→

0

卜il.お:繹聯
×10(1/21縮 /Jヽ )

×10(1/21縮 /Jヽ )

×100(1/21晴 /Jヽ ) ×400(1/21縮 /Jヽ )

第52図 資料95-82、 95-83鍛冶関連遺物分析写真
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X線透過写真  (1/2縮小)

資料No.3(95-84)外観写真 (1/2縮月→

EP]MA ×400(1/2縮小)

第53図 資料95-83、 95-84鍛 冶関連遺物分析写真

0

顕微鏡写真  ×10(1/2縮小)
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資料 NO。 4 外観写真 X線透過写真  (1/2縮ガう

第54図  資料95-84、 95-85鍛冶関連遺物分析写真

×100(1/21縮 /Jヽ )

X線透過写真  (1/2縮ガう

×400(1/21宿 /Jヽ )

(95-85) (1/2縮小)

」11:,;]∫‐3m颯鶉
|lmiI轟輸1酬Ⅲh‖ |||1湖 |
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資料 NO。 5(95-86)外観写真 (1/2縮小)

EP]MA ×400(1/2縮小)

SE

1180111110011121D中 |1121110111112210

顕微鏡写真 ×10(1/2縮ガう ×100(1/21結 /Jヽ ) ×400(1/21縮 /Jヽ )

第55図 資料95-86鍛 冶関連遺物分析写真
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EPIMA ×400(1/2縮小 )

資料NO。 6(9卜87)外観写真 (1/2縮ガ→

Al

×400(1/21宿 /Jヽ )×400(1/21縮 /Jヽ ) ×100(1/21宿 /Jヽ )

第56図 資料95-86、 95-87鍛冶関連遺物分析写真

‐
81‐7

顕微鏡写真 ×10(1/2縮小) ×100(1/21宿 /Jヽ ) ×400(1/21宿 /Jヽ )

顕微鏡写真 ×100(1/2縮小)

EPMA ×400(1/2縮小)
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EP]MA ×400(1/2縮小)

Fe

資料NO.7(95-88)

外観写真 顕微鏡写真 ×10(1/2縮ガう

顕微鏡写真 ×10(1/2縮ガう

資料95-87、 95-88鍛冶関連遺物分析写真
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×10(1/21宿 /Jヽ )

難:

鍛冶関連遺物分析写真

×400(1/21宿 /Jヽ )

×10(1/21縮 /Jヽ )

×100(1/21宿 /Jヽ ) ×400(1/21宿 /Jヽ )

×20(1/21晴 /Jヽ ) ×20(1/21縮 /Jヽ )

×10(1/21晴 /Jヽ ) ×10(1/21縮 /Jヽ )
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顕微鏡写真 ×100(1/2縮小) ×400(1/21縮 /Jヽ )

×10(1/21宿 /1ヽ )

餞 騨

111111轟彗111

1 よ‐
×100(1/21縮 /Jヽ ) ×400(1/21晴 /Jヽ )

第59図 資料95-88鍛 冶関連遺物分析写真

×20(1/21晴 /Jヽ )

×10(1/21宿 /Jヽ )
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顕微鏡写真 ×100(1/2縮小) ×400(1/21縮 /Jヽ )

×10(1/21宿 /Jヽ ) ×10(1/21縮 /1ヽ )

×400(1/21宿 /Jヽ )

×10(1/21縮 /Jヽ ) ×10(1/21縮 /Jヽ )

×20(1/21縮 /Jヽ )

第60図  資料95-88鍛 冶関連遺物分析写真
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顕微鏡写真 ×100(1/2縮小)
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×100(1/21宿 /Jヽ )

資料NO.8(95-89)

外観写真

|14 5116 7 〔
|||:il:|||lllllllllllllllllIIIIIIIIIlllⅢ III!i

×10(1/21宿 /Jヽ )

顕微鏡写真 ×20(1/2縮小)

×100(1/21晴 /Jヽ )

第61図 資料95-88、 95-89鍛冶関連遺物分析写真
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×400(1/21宿 /Jヽ )

×20(1/21宿 /Jヽ )

×10(1/21宿 /Jヽ )

×100(1/21宿 /Jヽ ) ×400(1/21晴 /Jヽ )

第62図 資料95-89鍛冶関連遺物分析写真
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:::::::::::::1::1::11:111:::|::|||::::11:|

×100(1/21晴 /Jヽ )

×10(1/21宿 /Jヽ )

×400(1/21宿 /Jヽ )

×10(1/21宿 /Jヽ )

×20(1/21縮 /Jヽ )

×100(1/21縮 /Jヽ ) ×400(1/21宿 /Jヽ )

第63図 資料95-89鍛冶関連遺物分析写真
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資料NO.9(95-90)外観写真 (1/2縮ガ⇒

X線透過写真

警

編論血[瘍
顕微鏡写真 ×20(1/2縮ガう

95・ 9◎
デ|18 61等 |

×200(1/21縮 /Jヽ )

×100(1/21晴 /Jヽ )

第64図 資料95-90鍛冶関連遺物分析写真

×400(1/21晴 /Jヽ )

×100(1/21縮 /Jヽ )

×100(1/21宿 /Jヽ )

×400(1/21宿 /Jヽ )

一-76-一



EPMA ×400(1/2縮小)
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X線透過写真

資料 NO。 10(95-91) 外観写真  (1/2縮ガう

外観写真

11拳
ミ■■||121‐ 13

iM抽lmll皿曲

資料 NO。 11(9卜 92) (1/2縮小)

第65図  資料 95-90、 95-91、 95-92
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第66図 資料95-92鍛冶関連遺物分析写真
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第 4節 鉄滓並びに鉄製品等の分析調査

EPMA ×400(1/2縮小)

Fe

第67図 資料95-92鍛冶関連遺物分析写真
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EPMA ×400(1/2縮小)

資料No.12(95-93)
外観写真  (1/2縮ガう

第68図  資料95-92、 95-93鍛冶関連遺物分析写真
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外観写真  (1/2縮小)

19011詐幸》■■11

EPMA ×400(1/2縮小)

181111‐ 90‐ ||‐ r備》:1210

第 4節 鉄滓並びに鉄製品等の分析調査

×400(1/21惰 /Jヽ )

X線透過写真

SE

第69図 資料95-93鍛 冶関連遺物分析写真

顕微鏡写真 ×20(1/2縮小)

llllllllll鵬血面編llllllllll繭面1鰤面

顕微鏡写真 ×20(1/2縮小) ×100(1/21晴 /Jヽ )

×100(1/21宿 /Jヽ ) ×100(1/21縮 /Jヽ )

×100(1/21宿 /Jヽ )
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EPR/1A ×400(1/2縮小 )

Fe

Fe

第70図 資料95-93鍛 冶関連遺物分析写真
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第 4節 鉄滓並びに鉄製品等の分析調査

資料NO.13(95-94)外 観写真(1/2縮ガう

顕微鏡写真 ×10(1/2縮ガう

外観写真 (1/2縮小)

第71図  資料95-93、 95-94、 95-95
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EP]MA ×400(1/2縮小)

顕微鏡写真 ×10(1/2縮ガう ×20(1/21宿 月ヽ) ×100(1/21宿 /1ヽ )

×400(1/21縮 /Jヽ )

第72図 資料95-95鍛冶関連遺物分析写真
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第 4節 鉄滓並びに鉄製品等の分析調査

EPMA ×400(1/2縮小)

第73図 資料95-95鍛冶関連遺物分析写真
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第 5章 中田遺跡

第 5節 炭化材・種実の種類

パ リノ・サーヴェイ株式会社

は じめに

本地域では、縄文時代から平安時代までの住居構築材を中心に分析調査が行われてきた。これらの調査

結果から、住居構築材にはヨナラ属コナラ亜属クヌギ節・コナラ節やクリが比較的多いこと、時代・時期

や地域によって樹種構成に若干の差異が認められること等が明らかとなっている。また、遺構から出土し

た種実の同定から、古植生や植物食に関する資料も蓄積されつつある。

本報告では、各遺構から検出された炭化材および種実の種類を明らかにする。

l 試料
試料は、各遺跡から出土した炭化材や種実24′点 (試料番号 1～ 24)である。このうち、試料番号 1～ 22が

炭化材、23024が種実である。樹種同定は試料番号 1～ 22の炭化材全てについて、種実同定は試料番号23
024の 2点について行う。

2 炭化材の樹種
(1)方法

木口 (横断面)・ 柾目 (放射断面)・ 板目 (接線断面)の 3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査型

電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

(2)結果

樹種同定結果を第 4表に示す。資料番号11に は 2種類の木材が確認された。これらの炭化材は、針葉樹
2種類 (カ ラマツまたはトウヒ属・モミ局 、広葉樹 4種類 (オニグルミ・コナラ属コナラ亜属クヌギ節・コナラ属コ

ナラ亜属コナラ節・コナラ属コナラ亜属 0ケヤキ)に同定された。各種類の解剖学的特徴などを以下に記す。
・ カ ラ マ ツ ま た は トウ ヒ属 (Lar破 kaempfe百 (Lamb。 )Car百 ere or Picea sp。 )マ ツ 科

早材部から晩材部への移行は急で、晩材部の幅はやや狭い。垂直樹脂道および水平樹脂道が認められ

る。放射組織は仮道管・柔細胞・エピセリウム細胞で構成され、柔細胞壁は滑らかで、じゅず状末端壁が

認められる。分野壁孔はトウヒ型～ヒノキ型で 1分野に 3～ 5個。放射組織は単列、 1～ 20細胞高。
以上の特徴からカラマツか トウヒ属のいずれかであるが、特定には至らなかった。

・モミ属 (ハ bたs sp.)マツ科

早材部から晩材部への移行は比較的緩やかで、晩材部の幅はやや薄い。放射組織は柔細胞のみで構成さ

れ、柔細胞壁は粗 く、じゅず状末端壁が認められる。分野壁孔はスギ型で 1～ 4個。放射組織は単列、 1
～20細胞高。

・オニグルミ (」 uglans mandshurica Maxim o subsp.sieboldiana(Maxim。 )Kitamura)ク ルミ科クルミ属

散孔材で年輪界付近でやや急に管径を減少させる。管孔は単独および 2～ 4個が複合、横断面では楕円

形、管壁は薄い。道管は単穿孔を有し、壁孔は密に交互状に配列する。放射組織は同性～果性Ⅲ型、 1

～ 4細胞幅、 1～ 40細胞高。
0コ ナラ属コナラ亜属クヌギ節 (Quercus subgЬ n.Lepだobabnus sect.Cerrた sp。 ) ブナ科
環孔材で孔圏部は 1～ 3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら放射状に配列する。道管

は単穿孔を有し、壁孔は交互配列する。放射組織は同性、単列、 1～ 20細胞高のものと複合放射組織とが
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第 5節 炭化材・種実の種類

ある。

・ コナラ属コナラ亜属コナラ節 (Quercus subgen.Lep燿obahnus secto Pttnus sp.) ブナ科

環孔材で孔圏部は 1～ 2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管

は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1～ 20細胞高のものと複合放射組織
とがある。

・ コナラ属コナラ亜属 (Quercus subgen.Lep燿obahnus sp.)ブナ科

環孔材で孔圏部は 1～ 2列程度であるが、ガヽ道管の配列は観察できない。放射組織は同性、単列、 1
～20細胞高のものと複合放射組織とがある。

以上の特徴から前期のクヌギ節またはヨナラ節であるが、同定には至らなかった。

・ケヤキ (ZekOva serrata(丁 hunb。 )Mattno)ニ レ科ケヤキ属

環孔材で孔圏部は 1～ 2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減〈塊状に複合し接線・斜方向の紋様

をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織

は異性Ⅲ型、 1～ 10細胞幅、 1～ 30細胞高。しばしば結晶を含む。

(3)考察

鍛冶の燃料材の可能性が指摘されている炭化材は、コナラ節が最も多く、クヌギ節・オニグルミ・モミ

属・ケヤキ・カラマツまたはトウヒ属も認められる。コナラ節やクヌギ節は、薪炭材として最も優良な木

材であり、関東地方北部では平安時代の製鉄燃料材にこれらの両種が大量に使用されていたことが知られ

ている (高橋・鶴原1994)。 今回の結果は、燃料材として適した木材を、鍛冶の燃料材として選択・利用し

ていたことを示している。

またクヌギ節とコナラ節は、本地域における古墳時代以降の住居構築材にも多数確認されている樹種で

ある (パ リノ・サーヴェイ株式会社1989a、 1989b、 1992、 1994な ど)。 住居構築材については、関東地方の調査

結果から遺跡周辺の植生を反映していることが指摘されている (高橋 :植木1994)。 また、これらの種類は

二次林として人里付近に普通に見られ、有用であることから最近まで各地で薪炭林として維持・管理され

ていた。本地域におけるこれまでの結果は、集落周辺にクヌギ節やコナラ節を中心とする二次林が見ら

れ、構築材や燃料材などに利用されていたことを示唆する。また、モミ属・カラマツまたはトウヒ属・オ

ニグルミは、周辺山地の斜面や河川沿いに生育していたことが推定される。

今回の調査結果を見ると、 S D01の み他の遺構とは樹種構成が異なる。このことから、 S D01の炭化材

は、他とは性格、用途などが異なる可能性もあるが、判断には至らない。出土状況などの再確認を行いた

い。

3 種実の種類
(1)方法

双実体顕微鏡下で、その形態的特徴から種類を同定する。

(2)結果・考察

同定の結果、試料番号23024と も、アカザ科ニヒユ科の種子が多数認められた。形状は黒色、円盤状

で、大きさは l mm程度である。種皮は薄くて堅 く、光沢があり、表面には亀甲状の模様が密に配列する。

側面に「へそ」が存在する。

アカザ科やヒユ科の仲間は、山野の草地に多く見られる種類であり、今回の結果も周辺に生育していた

ものが流れ込んだと推定される。

引用文献
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第 4表 炭化材の樹種同定結果
試料番号 取上げ番号 遺構名・地点名 0出土位置など 時代・時期 用途など 樹 種

S B01 ピット8 覆土 平安時代 燃料材 コナラ属コナラ亜属コナラ節

S B01 南カマ ド 火床部下 平安時代 燃料材 コナラ属コチラ亜属クヌギ節

725 S B01 ピット15 覆土 コナラ属コナラ亜属コナラ節

126 S B02 覆土 平安時代 燃料材 コナラ属コナラ亜属コナラ節

S B02 カマ ド付近 平安時代 燃料材 コナラ属コナラ亜属コナラ節

527 S B07 ピット1 覆土 平安時代 燃料材 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属コナラ節

S B08 焼土炭分布 覆土 平安時代 燃料材 コナラ属コナラ亜属コナラ節

719 S K15 礫下 覆± 102層 コナラ属コナラ亜属コナラ節

720 S B08ス ミa 平安時代 燃料材 コナラ属コナラ亜属コナラ節

721 S B08ス ミb 平安時代 燃料材 コナラ属コナラ亜属コナラ節

722 S B08 ス ミC 平安時代 燃料材 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

オニグルミ

723 S B08ス ミd 平安時代 燃料材 コナラ属コナラ亜属コナラ節

738 S B08 ス ミe 平安時代 燃料材 コナラ属コナラ亜属コナラ節

14 S B08 ス ミ f 平安時代 燃料材 コナラ属コナラ亜属コナラ節

747 S K15 礫下 覆土 コナラ属コナラ亜属コナラ節

748 S K15 礫下 炭層 コナラ属コナラ亜属コナラ節

17 749 S B10 炉 覆土 平安時代 燃料材 コナラ属コナラ亜属

S K16 覆土 平安時代 燃料材 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

19 ①S K30 覆土 平安時代 燃料材 コナラ属コナラ亜属コナラ節

20 63 ②S D01 黒色土 平安時代 燃料材 モミ属

526 ②S D01 黒褐色土 平安時代 燃料材 ケヤキ

22 ②S D01 ベルト② 2層 平安時代 燃料材 カラマツまたは トウヒ属

パリノ・サーヴェイ株式会社 1989a「 広畑遺跡出土炭化材の樹種同定」『広畑遺跡一長野県北佐久郡御代田町広畑遺跡発掘調査報

告書一』御代田町教育委員会 p.35-40

パリノ・サーヴェイ株式会社 1989b陽日田原遺跡出土炭化材同定」陽口田原遺跡群 和田原・中原遺跡群 鎌田原―長野県小諸市

和田原・鎌田原遺跡発掘調査報告書一』ガヽ諸市教育委員会 p.83-88

パリノ 0サーヴェイ株式会社 1992「下芝宮遺跡・下聖端遺跡炭化材同定報告」『国道141号線関係遺跡 長野県佐久市長土呂国道

141号線関係遺跡発掘調査報告書 (本文編)』 佐久市教育委員会・佐久埋蔵文化財調査センター p.355-391

パリノ・サーヴェイ株式会社 1994「 H-4号 住居址から出土した炭化構築材の樹種」『塩野西遺跡群 塚田遺跡 一長野県北佐久

郡御代田町塚田遺跡発掘調査報告書一』御代田町教育委員会 p.344-353

高橋 敦・鶴原 明 1994「乙西尾引遺跡における製鉄燃料材について」『大胡西北部遺跡群乙西尾引遺跡・西天神遺跡・柴崎遺跡』

群馬県勢多郡大胡町教育委員会 p.41-49

高橋 敦・植木真吾 1994「樹種同定からみた住居構築材の用材選択」『PALYNO』 2 p.5-18
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第 5節 炭 fヒ材・種実の種類

200 μ m:
200 μ m:

1.カ ラマツまたはトウヒ属 (試料番号22)
2,モミ属 (試料番号20)
3.オニグルミ (試料番号H)
a:木 日,b:柾 目,c:板 目

第74図  炭化材 (1)
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第 5章 中田遺跡

4.コ ナラ属ヨナラ亜属クヌギ節

5.コ ナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節

6.ケヤキ (試料番号 21)

a:木口,b:柾 目,c:板目

“
登
【＝
絡
霧
囃
　
　
晴

(試料番号 2)

(試料番号7)

r 200&m: a

r 200um: b. c

第75図 炭化材(2)

一- 90 -一



第 5節 炭化材・種実の種類

‐

アカザ科一ヒ手科 (試料番号24)

下線の長さはlmm

第76図 種実遺体
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第 6節 小結

中田遺跡を年代順に概観する。

縄文時代 :縄文時代の遺構は検出されていないが、S D01や その周辺の遺構や遺物包含層から縄文土器

および石器が検出土した。土器は繊維を含む前期の羽状縄文土器が散見され、後期初頭から前葉の磨消縄

文土器もある。中でもヘビを模したと思われる土器口縁部の突起は、こうしたヘビの形象が八ヶ岳南麓な

どの特定の地域の表象ではなく、広く分布していたことを伺わせる資料である。土器は縄文時代前期から

後期の資料に限られ、縄文時代の所産と考えられる石器の大半はこの時期のものと思われるが、尖頭器や

有茎式石鏃が出土していることから、草創期や晩期などの時期の石器も含まれよう。当該期の資料は鳥帽

子岳西南麓では極めて少ないので、貴重な資料と言える。

縄文時代以降は、平安時代まで遺構ないしとくに図化できるような遺物はない。

古代 :古代 (平安時代)の中田遺跡の遺構は 2群に大別できる。まず煮沸具に羽釜を伴わない。食器は

黒色土器の不の割合が高いが、須恵器の不も一定量見られる竪穴住居跡S B030 040050 06・ 09と 煮沸具

は羽釜が主体で、食器は黒色土器不が優勢だが、土師器の不や皿が伴うS B01002007008。

まず前者の一群のうちS B03は やや古相だが、他は佐久編年の809段階と思われる。寺島俊郎の年代

観によると9世紀末から10世紀初頭という。本遺跡でも初鋳造870年 とされる貞観永宝が出土していて、

寺島の年代観とは矛盾しない。平安時代前半から中頃の時期と思われる。

後者の一群は、煮沸具は土師器羽釜が主体で、それまで主体であった胴部ヘラケズリを施すいわゆる武

蔵型甕は極めて少ない。食器も黒色土器と土師器が大半を占める。佐久編年の10段階以降と考えられる。

S B09か らは白磁模倣の灰釉陶器碗が出土しているが、11世紀末から12世紀の年代が与えられると言う

註1。 だぃたい平安時代後葉から末の年代に属するものだろう。土坑群は遺物が出土したS K06は 土師器羽

釜、S K16か らもミニチュアの土師器羽釜が出土、他の土坑も土師器の器高の低い不ないし皿が主体なの

で、平安時代の後葉から末の時期のものだろう。住居跡資料ではS B02の 資料が羽釜の鍔が全周せず、土

師器皿、椀が伴っており、後者の一群の中では最も新相かと思われる。

鍛冶関係遺構 :中田遺跡は発掘調査中から、焼土集中部分が目立つことや、鉄滓、鉄器が出土すること

から何らかの鍛冶関連遺跡ではないかと推定されてきた。たしかに僅かではあるが椀形鍛冶鉄滓、鉄塊系

遺物、羽口などが出土してはいる。しかしながら約430kgの遺構の覆土を水飾選別しながら鍛造剥片が25

点、粒状滓が 2′点というのは、本格的な鍛冶をおこなったと解釈するのには無理があろう。また確実な鍛

冶炉自体が認められ無いというのも、このことを裏付けていよう。しかしながら、鍛造の袋状鉄斧、刀子

が出土ていることも考えると本遺跡調査範囲の周辺に鍛冶関連遺構が存在した可能性は否定できない。今

後中田遺跡周辺の発掘調査時には、留意すべき観点である
註2。

墨書・刻書土器 :中田遺跡からは平安時代の竪穴住居跡から相当数の墨書土器が出土している。まった

く解読できないものも少なくないが、竪穴住居跡S B04「賢」、S B06「小」、S B09「小」、遺構外から

「十一」、「士」あるいは「土」といった墨書土器、S B09「古」の刻書土器の存在は注目に値する。いず

れも佐久編年の809段階の遺構に伴っており、 9世紀から10世紀の文字資料である註
3。  、

中世 :住居跡かどうかでは解釈の余地を残すカマドの無い略方形のS Bl1012が、中世の竪穴建物跡と

考えられる。S D01002、 遺構外からも左回転の土師器皿 (第 40図 14～ 17)非 ロクロ成形の土師器皿 (同 1

02)、 須恵質橘鉢 (同 21)、 土師器内耳鍋 (同 10)が出土していて、これらの土器・陶器に対応するものか

と推測される。ただ、この時期の資料は極めて少なく、S D01002に 中世後期遺構の近世陶磁器が見られ
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第 6節 小結

ないことから、中世の段階で集落的な遺跡利用は終焉したものと考えられる。

中世以降 :土坑や竪穴建物跡などの遺構内からは近世以降の資料は皆無であるが、遺物包含層よりは、

キセルが出土している。現金井集落が近世には存在していたことが推測されるので、その集落と関連する

遺物であろう。

鍛冶関連遺跡という観点から注目された遺跡ではあったが、残念ながら積極的にこれを立証する遺物も

しくは遺構は十分とは言えない。では逆になぜ平安時代に比較的まとまった集落が当地に営まれ、近世に

廃絶した理由を考えねばならないだろう。また平安時代中頃から後葉、末を経て、中世まで継続してい

て、近世に廃絶した集落遺跡は、今まで上小地方ではあまり知られてこなかった。当該期の土器編年研究

ばかりでなく墨書土器などの文字資料は東部町の古代から中世史研究上、新たな資料を提供したと言えよ

う。

註 1 市川隆之氏のご教示による。
註 2 本遺跡の鍛冶関連遺物については穴沢義功、柳澤亮、平出潤一郎の各氏のご教示、ご指導を得た。
註 3 国立歴史民俗博物館平川南氏のご教示による。
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第 6章 真行寺遺跡群

第 6章 真行寺遺跡群

第 1節 遺跡の概要

本遺跡は、東部町祢津字元会下1095番地ほかに所在する。地理的には東信火山帯の鳥帽子岳西南麓の所

沢川と求女沢川によって形成された複合扇状地上に、両河川に挟まれた形で立地している (第 2・ 77図 )。

上信越自動車道建設に伴う緊急発掘調査を行った地′点の標高は、おおよそ643～ 653mを測る。

本来真行寺遺跡群は、十二平遺跡、油田遺跡、真行寺遺跡、元会下遺跡、五輪原遺跡の 5遺跡よりな

り、縄文時代前期から後期を中心とする古墳時代、平安時代、中世にかけての複合遺跡であるという (東

部町誌編纂委員会1990)。 そのなかで大門川より東側の祢津街道の北側を油田遺跡、現祢津小学校付近を真行

寺遺跡、旧菅平有料道路を挟んで南北一帯を元会下遺跡出土の考古資料が知られている。今回調査した部

分は元会下遺跡から五輪原遺跡に相当する。

油田遺跡では、縄文時代中期から後期にかけての土器の優品、黒色土器の不、盤、袋状鉄斧といった柳

沢好夫氏採集資料が知られている (長野県企業局19680佐藤19820林 1976)。

真行寺遺跡はたびたび調査が行われた。昭和52年に祢津小学校校合建設に伴う発掘調査 (第 1次)が行

われ、前期の竪穴住居跡 3軒、中期の竪穴住居跡 1軒、ほか縄文時代前期から後期の遺物が出土した (長

野県史刊行会1981)。 この時の前期の 1号・ 2号 03号住居跡からは、前期初頭の中道式の良好な一括資料

が得られた (東部町誌編纂委員会1990)。 昭和56年には、祢津小学校体育館 (第 2次発掘調査)(小林1981)、 昭和

59年 と60年には、祢津小学校北側の県道拡幅工事に伴って発掘調査が行われ、中期末加曽利E式期の敷石

住居跡が発掘された (第 304次発掘調査)(東部町教育委員会1982)。

元会下遺跡は、昭和43年から44年にかけて菅平有料道路建設に伴う緊急発掘調査が行われ、中世後期の

内耳鍋などが出土したが、明確な遺構は確認されていない (長野県企業局1969)。

引用参考文献

佐藤 攻1982「桜畑遺跡・油田遺跡」『長野県史考古資料編全 1巻 (2)主要遺跡 (北・東信)』

東部町教育委員会1982『真行寺―真行寺遺跡緊急発掘調査報告書』

東部町誌編纂委員会1990『東部町誌歴史編上』

長野県企業局1969『桜畑等埋蔵文化財緊急調査報告書』

長野県史干J行会1981『長野県史考古資料編全 1巻 (1)遺跡地名表』

林かずお1976「東部町祢津油田遺跡出土の縄文中期土器」『長野県考古学会誌』23024

第 2節 調査の

1 調査範囲と経過
調査範囲を確定するために、平成 4年 12月 14日 ～15日 にかけて、東部町教育委員会作製の遺跡地図当該

部分を中心に試掘調査を271m2行い、調査範囲も確定した (第 77図 )。

こうした試掘調査の所見に基づき、下記のように調査区を設定し (第 78図 )、 面的な調査を行うこととし

た。明くる平成 6年 5月 6日 から建設重機を搬入、 5月 13日 より発掘調査を開始し、 8月 31日 に調査を終

―- 94 -



第2節 調査の概要

了した。平成 6年度の発掘調査面積は13000r。

また翌平成 7年 4月 4日 から前年度未調査部分の発掘調査を行うために、プレハブの設営等を開始し、

4月 10日 より5月 19日 および 8月 1日 から9月 29日 までの期間発掘調査を行った。平成 7年度の発掘調査

面積は2300ゴ、平成 6年度以来ののべ面積は15300ピ 。

平成6年 5月 6日 建設重機の搬入およびプレハブ、          8月 1日 ③区東航空測量・航空撮影、信濃

駐車場設営開始。                     毎日新聞取材。

5月 9日 表土争Jぎ開始。                  8月 2日  県文化課野口安美主査・百瀬新治

5月 13日 ①区から面的調査開始。                  指導主事調査指導。

5月 16日 測量基準杭打設開始。               8月 7日 現地説明会 (81名参加)。

5月 23日  S B01よ り古墳時代前期の土器が         8月 29日 ②区航空測量・航空撮影。

まとまって出土。                 8月 31日 平成 6年度分終了、撤収。

6月 2日 東信地区高校教員新任者研修。      平成 7年 4月 4日  プレハブ設営開始。

6月 13日 ③区精査開始。                  4月 7日 測量基準杭打設開始。

6月 20日 ①区航空測量 (こ うそく)・ 航空         4月 10日 ③区西面的調査開始。

撮影 (スカイテック)。              5月 19日 一旦終了。

6月 27日 信州歴史研究会見学。               7月 28日  調査再開。

7月 19日  S K250よ り完形の縄文時代前期         9月 13日 航空測量・航空撮影。

末の土器出土。                  9月 29日 平成 7年度分終了、撤収。

2 基本層序
本遺跡は千曲川の右岸東信火山帯に属する鳥帽子岳の西南麓を流れる所沢川を東に、求女沢川を西に配

し、ちょうど両河川に挟まれるように位置している。本遺跡の基本層序は上位から耕作土 (水田土壌・ I

層)、 耕土の母材層の堆積層 (II層 )の下位に暗褐色シルトの遺物包含層 (III層 )が確認された。またⅢ層

の下位には地′点により人頭大の礫を多く含み黒褐色のガレキ層 (IV層 )や遺物を含まない礫混じりの砂質

～粘土質黄褐色シルト (再堆積ローム層OV層)が基盤をなしていることが確認された (第 79図 )。 また、遺

跡中央に埋没した深さ2～ 3mの 自然流路が確認された (第 80081図 )。
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第 2節 調査の概要

χ

SB09
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B01

⑦

７
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▲

I層 現耕土

Ⅱ層 灰褐色～褐色の砂混～砂質シル ト

Ш層 遺物包含層

Ⅳ層 ガレキ層

V層  ローム層

第79図 真行寺遺跡群遺構配置・基本土層
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第 6章 真行寺遺跡群

第 3節 遺構と遺物

1 竪穴建物跡 と土器・陶磁器
(1)縄文時代

S B13(第 83・ 84図 )    位置 ①区Ⅱ―X-17

検 出 古墳時代 S B04の 先行 トレンチを設定 したところS B04の床下から竪穴建物跡と思われる略方形
の黒褐色土の落ち込みが認められた。そこで S B04完掘後、その床下に新たに トレンチを設定 し、床面お

よび壁の立ち上が り、 S K126に切 られていることを確認した後に面的に掘 り下げた。

構 造 軸を北東一南西にもつ4。 3× 3.Omの長方形。床面は平坦な部分 もあるが、堅い床面は認められな

かった。壁は西隅を中心に削平が著 しく残存しない音Ь分 もある。全体に緩やかな立ち上が りである。北西

隅に周溝らしいものが検出されたが、全体を巡るかどうかははっきりしない。柱穴は径15cm前後のものが

3基検出された。炉は検出されなかったが、上面に礫が集中していた径40cm深さ25cmの 土坑も土層から本

建物跡に付随するものと考えられるので、あるいはこれが炉かもしれない。

遣 物 土器は単節の縄文原体 LRお よびRLを横位回転した羽状構成で、繊維を含む。石器は黒曜石製
石鏃 (第 155図23)が出±。

時 期 縄文時代前期中葉

S B24(第 85086図)    位置 ③区Ⅱ一M-25

検 出 表土除去後の精査で、礫混暗褐色土の不定型な落ち込みが認められた。さらに検出を継続したと
ころ褐色のローム層に対し、隅丸の略方形の落ち込みが確認されたので、軸にそって先行 トレンチを設定

した。

構 造 北東―南西に軸をもつ4。 4× 3.9mの隅丸の略方形。南側は削平されている。立ち上がりは緩やか

で、床面は比較的平坦、柱穴は 5基検出された。明確な炉は検出されなかったがPit 2の北側に炭の集中

する部分が存在した。

遺 物 1床面直上出土。半裁竹管状工具を束ねた 5条 (2条 +3条)1単位の並行波状文が口縁部文様帯
に施される。胴部は単節の縄文 LRの横位回転施文。石器は図化できなかったが結晶片岩製の石皿片出

三士l。

時 期 縄文時代前期後葉 諸磯 b式か

S B28(第 87図)      位置 ③区Ⅱ一H-5

検 出 古代 S B26の西壁にかかり、炭、焼土が検出された。

構 造 北西―南東に軸をもつ現存4。 4× 3.2mの略方形。北側の立ち上がりのみはっきりしている。床面
は部分的に堅緻面が残存していた。小土坑Pit l～ 3は柱穴と思われる。明確なカマ ドはなく、焼土集中

地′点S F02が炉とも考えられるが、付属構築物はない。

切り合い 古代S B26と 中世 S D05に切られる。

遺 物 縄文土器片、黒曜石景J片、輝石安山岩製磨石 (第 157図 54)が出土。

時 期 縄文時代
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位置 ③区Ⅱ―H-10
検 出 表土除去後、精査 し暗褐色シル ト層 (III層 )の落ち込みが認められたので、平面形や床面を検出

するために、先行 トレンチを設定した。床面の広がりと立ち上がりを確認、竪穴建物跡と考えた。

構 造 現存4.6× 4.lmの略円形で、南側が一部削平される。径 1～ 2 cm程度のロームがブロック状に堅

く混じりっている貼床が一部残存していた。また北から東の壁際に 3カ所焼土と炭の分布が認められたほ

か、南西隅に被熱して赤化した扁平な石が検出されているので、炉に使われたものと考えられる。また中

央に底部欠損の縄文土器が埋設されていた。柱穴は径20cm前後のものが 3基ある。

遺 物 胎土に繊維を含む回転縄文施文の土器が目立つが、とくに口縁部直下に断面三角形の隆帯をもつ

ものは、いわゆる塚田式の範疇にはいるものか。12013薄手の繊維を含まない指頭圧痕が目立つ土器は東

海系の木島式か。 9網 目状撚糸文。15埋甕。底部が接合部できれいに打ち抜かれている。口縁部に竹管状

の刺突と縄文原体のループを描 く側面圧痕が施される花積下層式の良好な資料である。石器は黒曜石製石

鏃 (第 155図 4・ 13・ 16・ 19)、 千枚岩質粘板岩製石鏃 (15)、 輝石安山岩製磨石 (46・ 47・ 50、 磨製石斧の基

部 P(42)が出±。

時 期 縄文時代前期初頭 花積下層式

SB26
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第 3節 遺構と遺物
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第 6章 真行寺遺跡群

(2)古墳時代

S B01(第 90～ 92図 ) 位置 ①区Ⅱ―T-20
検 出 表土除去後の精査で、方形の黒褐色土の落ち込みが検出され、北辺と東辺は明らかに認められ

た。よって想定した軸にそって先行 トレンチを十字にいれ、部分的に床面、南辺の立ち上がりを検出し、

S D01を切っていることが確認できた。

構 造 ほぼ南北に軸をもつ6。 3× 6.6mの方形。一部に床面と思われる堅緻な平坦面が残る。柱穴と思わ

れる小土坑は 4基。炉・カマ ドは分からなかった。

遺 物 床面が残存している東隅からまとまって、 203土 師器壺、 406～ 8甕が出土している。甕は

胴部が張り、ハケロ調整の後 ミガキを施す。

時 期 古墳時代前期後半か

S B04(第 93～ 97図 ) 位置 ①区Ⅱ一X-15020
検 出 表土除去後の精査で、略方形の黒褐色土の落ち込みが認められた。軸に沿った形で十字に先行 ト

レンチを設定、平坦で堅い床面の存在と床面の下位にさらに遺構 (S B13)があり、それを切っているこ

とが判明した。面的に掘 り下げたところ、ほぼ全面に広がる平坦な堅緻面と、緩やかな立ち上が りも検出

された。

構 造 北西―南東方向に長軸をもつ6.5× 5。 7mの長方形。ただし南西側はかなり削平されていて、平面

形ははっきりしない。壁面も北東および南東側は緩やかであるが明確に視認された。北側の隅に一部周溝

が検出された。深さ 5 cm程度で小穴を伴う。床面は全体にわたって黒褐色シル トと黄褐色のロームが混じ

り合った堅い土層で形成される貼床である。柱穴は主柱穴が4基 (Pit1 0 2・ 3・ 5)は深さ40～ 80cmと 深

い。また補助柱穴ないし貯蔵穴と思われるものが 5基検出された。

炉 はっきりとした炉は認められなかったが、北側の焼土の広がりもしくは東隅の扁平な石が炉に関係す

るものと考えられる。また、Pit 2と 3の間に土器片を伴う小土坑があり、これが炉の可能性もある。

切り合い 縄文 S B130 S K126を 切 り、中世 S K0820 S K184に 切られる。

遺 物 1～ 16土師器。 3精製の鉢、 40809器 台と、 5壺は胴部がかなり張るタイプ、 607二 重回

縁壺。甕は10台付甕の脚部と11な ど胴部が球形に張るタイプが出土。土師器甕はS B01同様ハケロ調整の

後部分的にミガキ調整を施している。

時 期 古墳時代前期後半か

S B05(第 98～ 100図 ) 位置 ①区Ⅱ一X-5
検 出 表土除去後の精査で、黒褐色土の落ち込みが認められたので、先行 トレンチを設定して、掘 り下

げたところ床面と思われる平坦面が検出、平面形も方形を呈することが判明した。

構 造 北西―南東に長軸をもつ5。 4× 4.8mの方形。西側は削平されて、不明瞭である。 S B04の ような

明確な貼床はないが、床面自体は平坦である。削平された西コーナーは不明だが、幅15～ 20cmの 周溝がほ

ぼ全周している。Pit2 0 3 0 4 011の 4基は深さ60cmを測り主柱穴と考えられる。Pit12は雲母をはじめ

とする鉱物など混和材を含まない粘土が入っていた壺形土器 (9)が出土しているので、Pit12は貯蔵穴と

考えたいが、灰、焼土、赤化礫を伴っており炉に関係する土坑 (廃棄穴)に転用されたのかもしれない。

遺 物 1～ 11土師器。 306010甕、 205070809壺 、 4高不。 509土 器外面に粗痕があり、

11土器胎土中に粗痕が観察できる。

時 期 古墳時代前期後半か
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